
日本における「ホスピリティ」 (hospitaliけ )の受容について

佐々木隆

。本受容年表は日本の「ホスピタリティ」の受容状況を確認するために、英語“hospitalitプ '

の受容状況、概念としての受容状況を戦後を中心に、『現代用語の基礎知識』、『知恵蔵』、

『imidas』 、英語辞典類、国語辞典類、『観光白書』、研究書、その他の文献からその使

用例を時系列でまとめた。受容年表のまとめ方については以下の通り。

『現代用語の基礎
知識』他

英語辞典類

hospitality

国語辞典・外来語

辞典類

論文・研究書・記事

/『観光白書』他

・戦後、ほぼ毎年

刊行 された『 現用

語の基礎知識』『知

恵蔵』『 imidas』 を

調査することで、

その変遷が明確に

なるのではないか

との推測のもと、

公開がインターネ

ッ トになるまでの

紙媒体での掲載状

況を確認した。
・『現代用語の基礎

知識』 (1972年 1

月)が 「ホスピタ

リテ ィー 」 の 初

出。

・英単語 として英

和辞典を中心に、

その掲載状況を確

認 した。 日本語の

訳語の問題や場合

により解説的な内

容まで取 り上げて

い る もの もあれ

ば、積極的に掲載

した。
・堀達之助編『英

和対訳袖珍辞書』

(洋書調所、1862

年)が
“hospitality'' 掲

載の初出。「好ン

デ客ヲハ田ル 旅

人 ヲ 善 ク 遇 ス

ル 」(p.37の

・国語辞典 。外来

語辞典・カタカナ

語等において、 日

本語 としてどの程

度定着 しているか

を見るために、そ

の掲載状況及び 日

本語 としての定着

度を見るために掲

載 した。
・国語辞典系では

松村 明編『 大辞

林』三省堂、1990

年 4月 、初版)「ホ
スピタリティー」
の見 出 し語 が あ

る。
・カタカナ語・外

来語系では松浦林

太郎編『片似名で

ひく外国語辞典』

(平凡社、1930年
11月 )には 「ホス

ピタ リテ ィー」の

見出 し語がある。

・1964年 より干」イ子さ

れた『観光 白書』に

注目した。「ホスピタ

リティ」への言及は

1986年 より。
・戦前における記事

を含め、特に 1960年

代以降に注目した。
・大学の学部・学科

設置にも注 目した。

1963年 には日本初の

観光科 (東洋大学短

期大学部)が設立。
・専門書や研究書に

ついても積極的に取

り上げた。
・必要に応 じてオン

リンピック、観光関

係の法令等について

も注目した。

・受容年表には掲載しなかったが学術団体等における「ホスピタリティ」の取り扱いにつ

いて受容年表の後に掲載した。また、最近の研究書で金子章予「ホスポタリティ研究の

基礎 (1)」 (金子章予編『ホスピタリティ概論―ホスピタリティ研究・教育・産業の現

状と未来』 (学文社、2024年 3月 )からは「表 1。 日本におけるホスピタリティ研究の

主要なテーマ」を掲載した。

。「ホスピタリティ」「ホスピリティー」についての掲載や言及については「掲載なし」
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「見出し語なし」の情報も必要に応 じて記載した。

。これまで筆者が発表してきたものが基礎になっている。

「『ホスピタリティ』とは何か一『広辞苑』と『大辞林』の場合」 (『 日欧比較文化研究』

第 25号、日欧比較文化研究会、2021年 10月 )、 pp.33‐ 42

「書誌から見る日本の“hospitalitプ の受容 (抄 )」 (『 日本英語文化学会会報』第 15号、

日本英語文化学会、2021年 11月 )、 pp.9‐ 16

「辞典から見る「ホスピタリティ」一国語辞典、英語辞典を中心に一」(『 日欧比較文化

研究』第 26号、日欧比較文化研究、2022年 10月 )、 pp.37‐ 52

。今回はリサーチの結果をまとめることを主眼とした。今後このリサーチを基に、「ホ

スピタリティ」の受容に関する考察を行 う。

・資料調査におけるおもな施設等

国立国会図書館本館 (永 田町)及び国際子ども館 (上野)

神奈川県立図書館本館 (桜木町)

東京都立中央図書館 (広尾)及び多摩図書館 (国分寺)

武蔵野学院大学・武蔵野短期大学図書館

駒澤大学図書館

早稲田大学中央図書館 (高 田馬場 )、 戸山図書館 (高 田馬場)及び所沢図書館 (所沢)

国土交通省 観光白書 https:〃ww_mlit.gO.jp/statistics[le000008.html

・『観光白書』については1963年 に施行された観光基本法に則り、1964年以降毎年刊行

されているが、国立国会図書館では欠号などがあるようで、このため神奈川県立図書

館本館など、1964年以降のものが所蔵されている公立図書館を利用した。同様に『現

代用語の基礎知識』、『情報・知識 imidas』 も欠号があり、同様に公立図書館で創刊号

より確認した。

，
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1 日本における「ホスピリティ」 (ho"Lality)受容年表

西暦 『現代用語の基礎
知識』他

英語辞典類

hospitality

国語辞典 。外来

語辞典類

論文 。研究書・記事

/『観光白書』他

1814 本木正栄『 詰厄

利亜語林大成』

※ 日本で最初の

英和辞典。 ここ
‐
て`は hospitality

の見出 し語はな

い。

1862 堀達之助編『 英

和 対 訳 袖 珍 辞

書』 (洋書調所)

好 ンデ客ヲハ田
ル ¬旅人ヲ善ク

遇スル¬(p.374)

※ 日本で最初の

刊本

1873 柴 田昌吉・子安

峻 編『 英 和 字

彙』 (日 就社、 1

月)

好 ク客 ヲ歓待 ス

¬善ク客二會繹
スル ¬ (p.495)

1886 嶋田二郎校訂・

市 川 義 夫 纂 訳

『 英 和 和 英 字

彙』 (如 雲閣、 1

月)

好ク客ヲ歓待ス

ル ¬善ク客二會

釈 スル ¬(p.269)

1888 豊田千達訳『 ダ

イヤモン ド英和

辞典 挿画訂訳』

(武 田福蔵 、 5

月)

見出し語なし。

柴 田昌吉・子安

峻他編『英和字

彙』 (新 古堂書

店、7月 、再版)

好 ク客ヲ歓待ス

¬善ク客二會繹

う
０



z)v1(p.215)
1897 中澤澄男 。山中

鉦太郎・ 島田豊

編『英和字典』
(大 倉書店、9

月)

賓客ヲ歓待スル

¬、善 ク客 ヲ遇

スル ¬ (p.297)

高 野 岩 二 郎 他

『和英辞典』 (大

倉書店、12月 )

で     は
「 Motenashi」

の 英 訳 に

hospitality は使

用 さ れ て い な

い。

1899 高野岩二郎・ 山

崎要七郎・ 高野

房太郎『 A“w
Japanese‐

Endish
dictionary』  (大
倉書店、5月 、第
10 版 )で は
Motenashiの 英

語で hospitality

は使用 されてい

ない。
1901 和田垣謙三『新

英和辞典』 (大倉
書店、11月 )

賓客を歓待する
と、善く客を遇

すること(p.410)

1902 神 田 乃 武 他 編

『 新 訳 英 和 辞

典 』 (三 省 堂 書

店、6月 )

歓 待 。 厚 遇 。

(p.489)

1904 林幸行/南條文

雄増補『国語辞
典』 (修 学堂、
12月 )

・
４



見出 し語なし。

1909 井上十吉編『新

訳和英辞典』 (三

省堂、3月 )では

「  Kantai  」

「Miotenashi」 の

英語でhospltality

は使用 されてい

ない。

1910 上 野 陽 一 他 編

『 学 生 英 和 辞

典』 (博報堂、11

月)

懇篤。深切。

(p.375)

1914 勝屋英造編『外
来語辞典』 (二

松堂書店、 2
月)

見出 し語なし。

1915 上 田万年他編

『 日本外来語辞

典』 (三省堂書

店、5月 )

見出し語なし。
1920 神 田乃武・金澤

久編『袖珍英和

辞典』(三省堂、
4月 、大改訂 81

版)

歓 待 。 厚 遇 。
(p.437)

1927 中島理毅夫『 昭

和 中 等 英 和 辞

典』 (昭 和 中等

会、 10月 )

見出 し語な し

大町佳月・野崎

小蟹編『現代国

語辞典』 (岡 村

書店、4月 )

見出し語なし。
1928 斎藤秀二郎『 斎

藤和英大辞典 普

及版』 日英社、

6月 )

Kantai〔 歓 待 〕

welco]me; enter‐

tainlnent;

有馬祐政監修/
國語研 究會編

『 新外来語辞

典』 (富文館、7

月、第 3版)

見出し語なし。

Ｆ
Ｏ



Hospitality; f6te

(D。 383)

1930 松 浦林 太 郎 編

『片椴名でひく

外 國語 辞 典 』

(平 凡社 、 11

月)

ホスピタリティ
ー‐ hospitality

歓待 (p.264)

粟津清達編『最
新外来語辞典』
(先進堂書店、

5月 )

見出 し語なし。

1931 鈴木梅四郎『 日本医

業経営法の革新』(研

文社、 10月 )

※「『六』ホスピタリ

チーの支持者」の小

見出しあり。
1933 岡倉 由二 郎 編

『 初 級 英 語 辞
典』(研究社、11

月)

厚 遇 、 歓待。

(p.275)

1940 「閑却出来ないホス

ピタ リテ ィー ーラ

ル フ・ ヒッツのホテ

ル哲學」(『観光』第

8巻第 1号、日本 日本

観光連盟、1月 )

ヒッツ氏に依れば、

この好成績 も格別偉

大なる目新 しい方針

を最小 した結果では

ないのである。他の

多 くのホテル・ メン

が閑却 して来た虎 に

目を付け、従来の消

極的ホスピタ リティ
ーの因襲を打破 した

いに過 ぎない。 ヒッ

ツ氏経螢法にはその

如何なる細部をとつ

て見てもセールスマ

′
０



ン シ ッ プ が 窺 は れ

る。 つ ま り非常 な敏

感 さを以てお客の慾

望 を満 足 させ 、快 し

てお客様 の居心地 を

悪 くさせ ないいふ シ

ョウマ ンシ ップ とも

謂 ふ 可 き も の で あ

る 。 (永 田 詳 )

Hospitality  ]3ecoコ nes

Big   Business  ―

』;θ′」θrむ   I】giθsム

(p.55)

1941 上田万年・松井

簡治『大日本国

語辞典』 (富 山

房、2月 、第 5

巻修訂)

見出し語なし。

荒川惣兵衛『外

来語辞典』 (富

山房、6月 )

見出し語なし。

1942 山本二郎『標準

中東英和辞典』

(純正社、5月 )

もてな しのよい

こ と、 歓 待 。

(p.374)

1946 竹原常大『 スタ
ンダー ド和英辞

典』 (大 修館 書

店、11月 、第 21

版)

Kantai(歓待 )

hospitality;

welcoコ ne;

hospitable treat‐

ment; a warln
reCeDtiOn(D.493)

1948 『現代用語の基礎
知識』 (創刊号)

(時局月報社、11

月)

掲載なし。

三省堂編輯所編

『 集 約 英 和 辞

典』 (三省堂、 7
月、第 7版 )

もてな しの よい

こ と。 歓 待 。
(p。 137)

新 國語研 究会

『 簡 明國語辞

典』 (教學研究

社、11月 )

見出し語なし。

1949 『現代用語の基礎 西澤秀雄『最新 獅子文六 「てんやわ

７
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知識』 (時 局月報

社、5月 )掲載な
し。

『現代用語の基礎
知識』 (時 局月報

社、12月 )

掲載な し。

國語辞典』 (日

本通信教育會、
1月 )

見出し語なし。

藤原恵編『新聞

語辞典』 (朝 日

新 聞 社 、 12

月 )

見出 し語なし。

んや 」 (『 毎 日新 聞』

1948年 11月 22日 ′ヽ′

1949年 4′月 14 日)

の うちの 1949年 3月

25日
「水 落 ちて石 露 わ る

(二 )」 のうち

女性がその肉体を献

げて、ホスピタリテ

ィ (親切)を表現す

るなんて、考えられ

るだろうか。

獅子文六『 てんやわ

んや』 (新 潮社 、 7

月)

「水 落 ちて 石 露 わ

る」のうち

女性がその肉体を献

げて、ホスピタリテ

ィ (親切)を表現す

るなんて、考えられ

るだろうか。(p.239)

1950 開拓社編集所編

『新中等英和辞

典』 (開 拓社、4

月、再版)

もてなしのよい

こ と、 歓 待 。

(p.374)

1951 『現代用語の基礎

知識』 (自 由國民

社、1月 )以降同

じ。

掲載なし。

獅子文六『 てんやわ

んや』 (新潮文庫、新

潮社、6月 )

「水 落 ちて石 露 わ

る」のうち

女性がその肉体を献

げて、ホスピタリテ

ィ (親切)を表現す

るなんて、考えられ

るだろうか。(p.225)

1952 金 田一京助他

『 明解 国語辞

典』 (三省堂出

版、4月 、改訂

版)

見出し語なし。

高田寛 「スイス 0ホ

ス ピ タ リテ イ ー 」

(『国鉄線』第 7巻第
38号、交通協力会、
7月 )

「スヰス・ ホスピ

タリティー」、一寸 日

本語にピッタ リと来

る適訳 と見出 し難い

Ｏ
Ｏ



が、真心を以て親切

に外国の旅行のお世

話をす るとい う意味

であろ う。観光国瑞

西には余 り大金 を投

じた観光施設 も見当

た らない。然 し海外

か ら来る観光客は美

しいこの国の風景に

浸 り乍 ら気持 よく、
のんび りと滞在でき

る。三、四 日の予定

もついつい一週間滞

在になつて終 う。明

眉な風光に加 えて、

このスヰス・ホスピ

タ リティーがこの國

をして偉大な観光国

た らしめたのではあ

るまいか。 (p.8)

1953 『現代用語の基礎
知識』(10月 )

掲載なし。

伊藤文雄編『社

会常識 現代用

語辞典』 (華頂

書房、11月 )

見出し語なし。

片山広子『燈火節』
(暮 らしの手帖社、6

月)

「あけび」のうち

お茶を出す といふ こ

とが昔か ら日本人の

ホスピタ リティであ
つて、奥 さんみづか

らが立派な古めいた

き うすに銀びんのお

湯を注いで替へて く

れ るお茶は大へんな

ホスピタ リティにち

がひない。 (p.85)

1954 広田栄太郎 。松

尾拾『最新標準

国語辞典』 (新

見出版社・啓林

館、4月 )

見出し語なし。
1955 新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店 、 5月 、初

版)

見出し語なし。
上飯坂好実編

『 学習 国語 辞
０

ノ



典』(東雲堂、5

月)

見出 し語なし。

1956 荒川惣兵衛『外

来語辞典』 (弘

文堂、1月 )

見出し語なし。

朝 日新 聞社編

『 新 聞語辞典
1956年版』 (朝

日新 聞社 、 7

月)

見出し語なし。

1957 『現代用語の基礎

知識』 (3月 )

吉田健一 「外来語
の小事典」では掲

載なし。

朝 日新 聞社編

『 新 聞語辞典
1957年 版』

(朝 日新聞社、
6月 )見出し語

なし。
1958 福 原 麟 太 郎 編

『研究社新スク
ール英和辞典』

(研 究 社 辞 書

部、1月 、改訂新

版)

親切なもてなす
こと ;歓待、厚

il邑|。  (p.603)

島村盛助他『岩

波英和辞典』 (岩

波書店、4月 、最

新版)

歓待、手厚いも

てなし;(pl.)親 切

(p.434)

佐 々木高政編

『 学習英和辞
典』(金子書房、
5月 )

見出し語なし。

朝 日新聞社編

『 新聞語辞典
1958年版』(朝

日新 聞社 、 8

月)

見出 し語なし。

ピエール・ダニノス

/堀 口大学訳『 見る

もの食 うもの愛する

もの へそまが りの

フランス探訪』 (新潮

社、5月 )

「ⅥI ホスピタリテ

ィー と洋食 の掟 」

(pp.77‐ 88)

※I Pierre Danlnos.

動″θお あ ″レジθr
F力0嘱の0"の翻訳。

1959 三省堂編修所編

『 最新明解英和

辞典』 (三省堂、

3月 、第 2版 )

もてなしのよい

こ と。 歓 待 。

(p.413)

1964年の東京オ リン

ピック開催決定 (5月

26日 )

10



1960 『現代用語の基礎

知識』 (9月 )

吉田健一 「外来語
の小事典」では掲

載なし。

町野静雄編『 学

習英和辞典』 (紀

元社、5月 )

親 切 な も て な

し、歓待

(p.248)

朝 日新 聞社 編

『 新 聞語 辞 典

1960年版』 (朝

日新 聞 社 、 6

月)

見出し語なし。

『Hotel Review』 (第

122号 、 日本ホテル

協会、6月 )

鈴 木 博 「欧 州 の旅

(十 五)ス イス・ ホ

スピタリティ (一 )」

(pp。 15‐ 17)『 Hotel

Review』 (第 123
号 、 日本 ホ テ ル 協

会、7月 )

鈴 木 博 「欧 州 の旅

(十 六)ス イス・ ホ

スピタリティ (二 )」

(pp.20‐ 22)

1961 『現代用語の基礎

知識』 (5月 )

吉田健一 「外来語
の小事典」では掲

載なし。

『現代用語の基礎

知識』 (9月 )

吉田健一 「外来語
の小事典」では掲

載なし。

朝 日新 聞社編

『 新 聞語辞典
1961年版』 (朝

日新 聞 社 、 6

月)

見出 し語な し。

大平善梧編『 法学の

知恵』 (世相 と法律シ

リーズ :1961年版、

井上書房、5月 )

植 田捷 雄 「サ ザ ー

ン・ ホ ス ピ リテ ィ

(ア メ リカ の 思 い

出)」 (pp.73‐ 80)

阿川弘之 「ホノルル

まで」 (大宅壮一 。桑

原武夫・阿川弘之編

『世界の旅 [1]日 本出

発』中央公論社、 11

月)

の ち に な っ て 私

は、ハ フイヤン・ホ

スピタ リティとい う

言葉があることを知

っ た。 訳 せ ば そ れ

は、ハ ワイ流のもて

な しとい うことであ

ろ うが、無償の一種

底抜 けの親切 とい う

意味をふ くんでいる

らしい。私は、藤倉
のお ば あ さん を知

り、滝岡夫妻を知っ

たことで、最 も代表

的なハ ワイヤン 0ホ

スピタ リティを経験

することになったよ

うであった。それ以

後私は、その居心地

の い い 便 利 な離 れ
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で、毎 日十三時間 ぐ

らい寝 て、文字通 り

夢 見心地の、怠惰 な
ハ ワイの一 ヵ月 を過

ごした。 (pp.34‐ 35)

1962 『現代用語の基礎

知識』 (11月 )

吉田健一 「外来語
の小事典」では掲

載なし。

朝 日新聞社編

『 新聞語辞典
1962年版』(朝

日新 聞社 、 7

月)

見出 し語なし。

1963 『現代用語の基礎
知識』 (5月 )

吉田健一 「外来語
の早わかり辞典」
では掲載なし。

稲村松雄編『例

解 初 級 英 和 辞

典』 (小学館、4

月)

見出 し語な し。

稲 村松雄 。梶 木

隆一編『 ユニヴ

ァー ス 英 和 辞

典』 (小 学館、4

月、改訂版)

[旅行者 0客 な

どを]親切にも

てなす こと、厚

遇 (p.285)

東洋大学短期大学部

観光科 (4月 )

※ 日本で最初の観光

学科

観光基本法 (6月 )で
は 「ホ ス ピタ リテ

ィ」の表現なし。

『 Hotel Review』 (第

158号、 日本 ホテル

協会、6月 )

岡崎冬彦 「悲哀感 と

ホスピタリティ」

(pp.8‐ 9)

1964 『現代用語の基礎
知識』 (1月 )

吉 田健 一 「外 来

語 0早 わ か り辞

典 」 等 、掲載 な
し。

朝 日新 聞社編

『 新 聞語辞典
1964年版』 (朝

日新 聞 社 、 6

月)

見出 し語なし。

内閣総理大臣官房審

議室編『観光白書

昭和 39年版』 (大蔵

省印刷局、4月 )

※1963年の観光基本

法により1964年 より

『 観光 白書』の刊行

が開始 され る。「Ⅲ

外客の誘致及び外客

受入体制の状況」で

は 「ホ ス ピ タ リテ

ィ」 へ の言 及 は な

い。1986年 より言及

されるようになる。

東 京 オ リン ピ ック

(10月 10月 ～10月
24日 )

1965 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

吉 田健 一 「外 来

語 。早 わか り辞

典 」等 、掲載 な

研究社辞書部編

『 高校 英 和 辞
典』 (研究社、1

月)

もてな し、歓待

佐藤務『現代用

語辞典』 (む さ

し書房、6月 )

見出し語なし。

兼松保一『野外活動

― キャンプ とユー
ス・ ホ ステル 』 (

ベースボール・マガ
ジン、5月 )
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し。 (p.482) 「2 ホス ピタ リテ

ィ に つ い て 」

(pp.163‐ 169)

内閣総理大臣官房審

議 室編『 観 光 白書

昭和 40年版』 (大蔵

省印刷局、4月 )

「Ⅲ 外客の誘致及

び外客受入体制の状

況」では 「ホスピタ

リティ」への言及は

ない。

1966 久松潜一他監修

『講談社国語辞
典』 (講談社、
11月 )

見出 し語なし。

内閣総理大臣官房審

議 室編『 観 光 白書

昭和 41年版』 (大蔵

省印刷局、8月 )

「Ⅲ 外客の誘致及

び外客受入体制の状

況」では「ホスピタ

リティ」への言及は

ない。
1967 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

「最新語の解説」

等、掲載なし。

岡地勝二『 アメ リカ

の青春』 (京文社、5

月)

「サ ウザン・ホスピ

タリティー」 (pp.84‐

88)

内閣総理大臣官房審

議 室編『 観 光 白書

昭和 42年版』 (大蔵

省印刷局、7月 )

「I 国際観光の状

況」の うち「3 外

客誘致の状況」「4

外客接遇の状況」で

は 「ホ ス ピタ リテ

ィ」へ の言及 は な
い。

1968 『現代用語の基礎
知識』(1月 、六人

年版増補 )、 掲載
なし。

金田一京助他編

『三省堂国語辞

典』 (三省堂、1

月、新装版)

見出し語なし。

久保田弘子『 ヨーロ

ッパひとりある記』
(白 陵社、7月 )

「ホ ス ピ タ リテ ィ に

つ い て 」 (pp.170‐

172)

内閣総理大臣官房審

議 室編『 観 光 白書

昭和 43年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )
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「I 国際観光の振

興に関する施策」で

は 「ホ ス ピタ リテ

ィ」 へ の言 及 は な
い。

秋山加代 0小泉タエ

『父小泉信三』 (毎 日

新聞社、10月 )

「父のホスピタティ
ー」 (pp.108‐ 112)

1969 『現代用語の基礎
知識』(1月 )

「最新語の解説」
等、掲載なし。

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、5月 、第 2

版)

見出し語なし。

栗原圭介 。新垣

淑明編『プリン

ス国語辞典』

(金 園 社 、 5

月)

見出 し語な し。

『Hotel Review』 (第

225号、日本ホテル

協会、1月 )

川 口四郎吉 「アメリ
カン・ホスピタリテ

ィーと経営の合理化

悲哀感」(pp.30‐ 31)

内閣総理大臣官房審

議 室編『 観 光 白書

昭和 44年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「2 国際観 光 の状

況」 で 「ホス ピタ リ

テ ィ 」 へ の 言 及 な

し。

1970 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

「最新語の解説」

等、掲載なし。

『現代用語の基礎
知識』(12月 )

吉田健一監修 「日

常の外来語」

見出し語なし。

佐々木宏茂 「ホスピ

タ リティー産業の生

産要素の標準化につ

いて」 (『 東洋大学短

期大学紀要』 第 1

巻、東洋短期大学紀

要、3月 )※初期の

論文

大阪万国博覧会 (3月

15日 ～ 9月 13日 )

内閣総理大臣官房審

議 室編『 観 光 白書

昭和 45年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「I 国際観光」の

うち「1 外国人旅

行者 の誘 致 」 で は
「ホスピタリティ」
への言及なし。

『國立公園』 (第 253

号、自然公園財団、
12月 )
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大久保清和 「特集カ

ナダ アメ リカ国立

公 園 の 視 察 旅 行

(Ⅱ )公園人につい

て一仕事振 りとホス

ピ タ リ テ ィ ー 」

(pp.12‐ 14)

1971 内閣総理大臣官房審

議 室 編『 観 光 白書

昭和 46年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「Ⅱ 国際観光の状

況」の うち 「3外
国人旅行者の誘致の

状況」、「4 外国人

旅行者の接遇状況で

は 「ホ ス ピタ リテ

ィ」への言及なし。

札幌冬季オ リンピッ

ク (2月 3日 ～13日 )

1972 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

上野景福監修 「マ

スコミに出る外来

語 。略語・最新総

解説」

ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1261)

三省堂編修所編

『 コンサイス外

来語辞典』 (三

省堂、5月 )

見出し語なし。

総理府編『観光白書

昭和 47年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「Ⅱ 国際観光の状

況」の うち 「2 わ

が国の国際観光の状

況」中「4 外国人

旅行者の接遇状況」
で 「ホス ピタ リテ

ィ」への言及なし。
1973 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

上野景福監修 「マ

スコミに出る外来

語・略語」
ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1315)

岩崎民雄編『 研

究社現代英和辞

典』 (研究社、9

月)

親切 にもてなす

こと、歓待、厚

遇 ;《 新思想な

どに対す る》受

容 力 、 理 解 力

(p.622)

総理府編『 観光 白書

昭和 48年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「Ⅱ 国際観光の状

況」の うち 「4外
国人旅行者の接遇状

況」では 「ホスピタ

リティ」への言及な

し。

1974 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の解説」のうち

ホスピタリティ・

スイーツ (hospltal

suite)

簡単にスィー トと

金 田一京 助 編

『 辞海』 (三省

堂 、 1月 、新

装 )

見出し語なし。

『 レジ ャー産 業 資

料』 (第 7巻第 5号、

綜合ユニコム、5月 )

編集部 「ホテル東京

―ホテルに医療を組

み込み企業にホスピ

タ リテ ィを提 供 」

(pp.116‐ 119)
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もいい、バスイ寸き
ベ ッ ド・ ル ー ム

と、居間 (兼応接

間)な どがあるホ

テ ル の特 別 室 。

(p.1190)

上野景福監修 「マ

ス コミに出る外来

語・略語」

ホス ピタ リテ ィー

( hospitality )

客の もてな しの よ

いこと。(p.1315)

総理府編『観光白書
(昭和 49年度版)』

(大 蔵省印刷局、5

月)

「第 8章  国 際 振

興」 には 「1 外 国

人旅行者の誘致」「2

外 国人旅行者 に対す

る接遇」等 で 「ホス

ピタ リテ ィ」へ の言

及はない。

1975 『現代用語の基礎
知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の解説」のうち
ホスピタリティ・

スイーツ (hospltal

suite)

簡単にスィー トと

もいい、バスイ寸き
ベ ッ ド・ ル ー ム

と、居間 (兼応接

間)な どがあるホ

テ ル の 特 別 室 。

(p.1137)

上野景福監修 「マ

スコミに出る外来

語・略語 。最新総

解説」
ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p。 1245)

佐 々木達編『 新
コンサイス英和

辞典』 (三省堂、

9月 )

親切、 もてな し

(外 来者や来客
に対す る [が 受

け る ])厚 遇

(p.547)

日本大辞典刊行

会編『 日本国語

大辞典』 (第 18

巻、小学館、11

月)

見出 し語なし。

井上博文 「ホスピタ

リティ・サービス産業

における資本予算」

(『東洋大学短期大学

紀要』第 6巻、東洋

大 学 短 期 大 学 、 3

月)※初期の論文

『月刊総務』 (第 13

巻第 3号 、池 田書

店、3月 )

樋 口恵子 「GoM。 「ホ
ス ピタ リテ ィの欠

女口」」 (pp.12‐ 21)

総理府編『観光白書

昭和 50年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「第 2章 国際観光
の状 況 と講 じた施

策」の うち 「4 外

国人旅行者 の受入

れ」で 「ホスピタリ

テ ィ」へ の言及 な

し。
1976 『現代用語の基礎

知識』(1月 )岡 田

喜秋 「旅行用語の

解説」のうち

ホスピタリティ・

スイーツ (hospital

suite)

簡単にスィー トと

もいい、バス付き
ベ ッ ド・ ル ー ム

と、居間 (兼応接

間)な どがあるホ

法学書院編集部

編『ぜひ知って

おきたい時事用

語 辞 典 <'77
>』 (法 学 書

院、1月 )

見出し語なし。

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、12月 、第 2

版補訂版)

見出し語なし。

ヘ ン リ 。ヌー ウエ

ン、初見まり

子 「歓待のすすめ―
ホスピタリティとキ

リス ト者」 (『神学ダ

イジェス ト』第 40

号、上智大学神学会

神学ダイジェス ト編

集委員会、 6月 )※
初期の論文

総理府編『観光白書

昭和 51年版』 (大蔵
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テルの特別室。

(p.1163)

上野景福監修 0横

井忠雄編 「マス コ

ミに出る外来語・

略 語 。最 新 総 解

説」

ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1274)

省印刷局、6月 )

「第 2章 国際観光
の状 況 と講 じた施

策」の うち 「4 外

国 人 旅 行 者 の受 入

れ」で 「ホスピタ リ

テ ィ」 へ の 言 及 な

し。

1977 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の解説」のうち

ホスピタリティ 0

スイーツ (hospital

suite)簡 単にスィ
ーートともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホテル の特別

室。(p.1139)

上野景福監修・横

井忠雄・村石利夫

編 「マスコミに出

る外来語・略語・

最新総解説」

ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1191)

総理府編『 観光 白書

昭和 52年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「第 2章 国際観光
の状 況 と講 じた施

策」の うち 「4外
国 人 旅 行 者 の受 入

れ」で 「ホスピタ リ

テ ィ」 へ の 言 及 な

し。

1978 『現代用語の基礎

知識』 (2月 )

『現代用語の基礎
知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の解説」のうち

ホスピタリティ・

スイーツ (hospital

suite)簡 単にスィ
ー トともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホテル の特別

」ヨ。(p.1140)

金田一春彦・池
田弥二郎編『学
研国語大辞典』
(学習研究社、

4月 )

見出し語なし。
旺文社編『旺文

社新国語辞典』
(旺 文社 、 5

月)

見出 し語な し。

総理府編『観光白書

昭和 53年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の状 況 と講 じた施

策」の うち 「4外
国人旅 行者 の受入

れ」で 「ホスピタリ

テ ィ」へ の言及 な

し。

阿川 弘之『 米 内光

政』 (下巻、新潮社、
12月 )

第 23章の うち

豪放偉丈夫 、慶応 の
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上野景福監修・横

井忠雄・村石利夫

編 「マスコミに出

る外来語・略語 。

最新総解説」
ホスピタ リティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1215)

こわい塾長先生が、

米内の前だといい子

になり、「ホスピタリ

テ ィの権 化 」 に な

る。 (p.233)

1979 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち

ホスピタリティ 0

スイーツ (hospltal

suite)簡 単にスィ
ーートともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホテル の特別
室。(p.1171)

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語・

略語 。総解説」

ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1216)

小学館 ランダム

ハ ウス英和大辞

典編集委員会編

『 小学館 ランダ
ムハ ウス英和大

辞典』 (パ ー ソ

ナル版全 1巻 )小

学館、 1月 )

hospitality(客 や

他人の)1厚遇、

歓待 2暖かく親

切 に も て な す

心、歓待す る精

神 (p。 1232)

時枝誠記・吉田

精一編『角川国

語中辞典』 (角

川 書 店 、 12

月)

見出 し語な し。

総理府編『 観光 白書

昭和 54年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の 状 況 と講 じた施

策」の うち 「4外
国 人 旅 行 者 の受 入

れ」で 「ホスピタ リ

テ ィ」 へ の 言 及 な

し。

1980 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち

ホスピタリティ・

スイーツ (hospltal

suite)簡 単 にス ィ
ーートともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホ テ ル の特 別

室。は 1199)

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語 0

略語 。総解説」
ホスピタ リティー

( hospitality )

客の もてな しのよ

総理府編『観光白書

昭和 55年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」のうち「2

外国人旅行者の受入

れ」で 「ホスピタリ

ティ」への言及はな
い。
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r,,\: L. (p.1249)

1981 『現代用語の基礎
知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち

ホスピタリティ 0

スイーーツ (hospital

suite)簡 単にスィ
ー トともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホテル の特別

室。(p.1103)

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語・

略語・総解説」

ホスピタリティー

(hospitality)

客のもてなしのよ

セ`こと。(p.1151)

三省堂編修所編

『 コンサイス外

来 語 』 (三 省

堂、11月 、第 3

版)

見出し語なし。

総理府編『観光白書

昭和 56年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「第 2章 国際観光
の振興」のうち「2

外国人旅行者の受入

れ」で 「ホスピタリ

ティ」への言及はな
い。

1982 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち

ホスピタ リティ・

スイーツ (hospital

suite)簡 単 にス ィ
ー トともいい、バ

ス付きベ ッ ド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホ テ ル の特 別

室。(p.1134)

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語 。

略語・総解説」
ホスピタリティー

( hospitality )

客の もてな しの よ

いこと。 (p。 1179)

小稲義男編『研

究社新英和大辞

典』 (研究社、9

月、第 5版 )

hospitality l旅

行者や客を親切
に もてなす こ

と、歓待、厚遇
2〔新思想な ど

に対する〕受容

力 、 理 解 力

(p.1019)

金田一京助他編

『三省堂国語辞

典』 (三省堂、2

月、第 3版 )

見出し語なし。

桐原徳重他編

『講談社国語辞

典』 (講談社、9

月)

見出 し語な し。

総理府編『観光 白書

昭和 57年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」のうち「2

外国人旅行者の受入

れ」で 「ホスピタ リ

ティ」への言及はな

い。

見里朝正 「ホスピタ

リテ ィー ル ー ム 」

(『 日本農薬学会誌』

(第 7巻特別号、日

本農薬学会、12月 )

(pp.109‐ 711)

1983 『現代用語の基礎
知識』(1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち
ホスピタリティ・

スイーツ (hospltal

suite)簡 単にスィ

伊藤健三・廣瀬

和清編『 アプロ

ーチ英和辞典』
研究社、9月 )

もてなし、歓待

ダイヤモンド社

編『時事問題の

基 礎 知 識
1983』 (ダイヤ
モ ン ド社 、 1

月)

見出 し語な し。

総理府編『観光 白書

昭和 58年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」のうち「2

外国人旅行者の受入

れ」で 「ホスピタ リ
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―‐卜ともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホ テ ル の特 別

室。は 1118)

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語 0

略語 0総解説」
ホスピタリティ一ヽ

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1163)

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、12月 、第 3

版 )

見出し語なし。

テ ィ」への言及 はな

い 。

1984 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち

ホスピタリティ 。

スイーツ (hospltal

suite)簡 単 にス ィ
ー トともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホ テ ル の特 別

室。(p.118の

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語・

略語・総解説」
ホスピタ リティー

( hospitality )

客のもてなしのよ

いこと。(p.1230)

松田徳一郎監修

『 リーダーズ英
和辞典』 (研 究
社、1月 )

hospitality  l親

切 に もて なす こ

と 、 歓 待 、 厚

遇 、ホ ス ピタ リ

テ ィー  2((新
思想 な どに対す

る))受 容 力 、理

解 力(p.1064)

ダイヤモンド社

編『時事問題の

基 礎 知 識
1984』 (ダイヤ
モ ン ド社 、 1

月)

見出し語なし。
中田武司編『常
用国語辞典』
(高 橋書店、7

月)

見出 し語なし。

『「ホテル用語小辞

典」 (立教大学ホテル

研究会、1984年度 )

ホ ス ピタ リテ ィー

0 カクテルパーテ

ィな ど小グループで

楽 しめ る部 屋 の こ

と。 ファンクシ ョン

ルームかパーラーの

こと。 (p.46)

※6 ベル部門

総理府編『観光 白書

昭和 59年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」のうち「2

外国人旅行者の受入

れ」で 「ホスピタ リ

ティ」への言及はな

い。
1985 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

岡田喜秋 「旅行用

語の」のうち

ホスピタリティ 。

スイーツ (hospltal

suite)簡 単 にス ィ
ー トともいい、バ

ス付きベ ッド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホ テ ル の 特 別

室。(p.1250)

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語 。

山口明穂・秋本

守英編『旺文社

詳解国語辞典』

(旺 文社 、 11

月)

見出し語なし。

ダイヤモンド社

編『時事問題の

基 礎 知 識

1985』 (ダイヤ

モ ン ド社 、 1

月)

見出 し語なし。

三省堂編修所編

『 広辞林』 (三

つ くば万博 (3月 17

日～9月 16日 )

総理府編『観光 白書

昭和 60年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」のうち
「2 外国人旅行者
の受入れ」

我が国を訪れた外国

人旅行者が我が国を

より良く理解できる

よ うにするために外

国人旅行者が主体的

に 日本の姿を見聞き
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略語・総解説」

ホス ピタ リテ ィー

( hospitality )

客の もてな しの よ

いこと。(p.1281)

省堂、3月 、第

6版 )

見出し語なし。

し、 日本人 との触れ

合いの機会を持つ こ

とにより、 日本の姿

を多面的に認識す る

ことが重要である。

(p.60)「ホスピタリ

ティ」への言及はな

い。1985年の『観光
白書』まで言及はな
い。

1986 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語 0

略 語 ・ 総 解 説

1986年 外来語年

鑑」ではホスピタ

リティの見出し語

はなく、ホスピタ

リティ・スイー ト

がある。
ホスピタ リティ・

スィー ト

(hospitality

suite)簡単にスイ
ー‐卜ともいい、バ

ス付きベ ッ ド・ル

ームと、居間 (兼

応接間)な どがあ

るホ テ ル の 特 別

室。 (p.1295)

小川邦男編『サ
ンライズ英和辞
典』 (旺文社、11

月)

(客 を)親切 に

もてなす こと、

歓 待 、 厚 遇

(p.673)

三 戸 雄 一 他 編

『 現代 ビジネス

英和辞典』 (開拓

社、3月 )

(客 を)親切に

もてなす こと、

歓待 (p.611)

大 塚 高 信 他 編

『 カ レッジクラ

ウン英和辞典』

(三 省 堂 、 10

月、第 2版)

(未 知の人に)

あいそのよいこ

と、 (来 客 な ど

を)手厚 くもて

な す こ と 、 歓

待 ;《英》無料
の 食 事 と宿 泊

(p。 957)

新世紀辞典編集

部編『学研新世

紀百科辞典』 (6

月、第 2版 )

見出し語なし。
エミール・バン

ヴェニス ト他/
蔵持不三也他訳

『 イン ド〓ヨー

ロッパ諸制度語

彙集』 (I、 経

済 。親族 0社

会、言叢社、5

月)

Chapltre 7 客

人 歓 待 制 度

(pp.80‐ 95)

尚学図書編『言

泉』 (小 学館、
12月 、初版)

見出し語なし。

石川照雄編著『 スイ
スブック ホスピタリ

ティ・デザイン・ツ

ール』 (別冊商店建

築 26ち ょつと違っ

たデザイン・シリー

ズ、商店建築社、2

月)

総理府編『 観光 白書

昭和 61年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」の うち、「2

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が独 り歩き

できる環境を創 出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

の触れ合 うことので

きるホスピタ リティ
ーを整 えた観光地を

作ることが大きな解

題 とな つ て い る。

(p.73)

1986年 より「ホスピ

タ リテ ィ」への言及

がある。

1987 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「マスコ

ミに出る外来語 。

略 語 ・ 総 解 説
1987年 外来語年

鑑」ではホスピタ

リティーの見出 し

語はなく、ホスピ

タ リティ・スイー

小 稲 義 男 他 編

『 新 英 和 中 辞

典』 (研究社)

親切にもてなす
こと、歓待、厚

遇 (p.820)

小 西 友 西 他 編

『 小学館プログ
レッシブ英和中

辞典』 (小学館、

加島祥造他訳

『研究社カタカ
ナ英語辞典』
(研 究社 、 8

月)

見出 し語な し。

総理府編『観光白書

昭和 62年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章  国際観光
の振興」のうち、「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が独 り歩き
できる環境を創出す
るとともに、外国人
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卜がある。
ホスピタリティ・

スィー ト

(1lospitality

suite)簡単にスイ
ー‐卜ともいい、バ

ス付 きベ ッ ド・ル

ーム と、居間 (兼

応接間)な どがあ

る ホ テ ル の 特 別

室。 (p.1295)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )創刊

徳岡孝夫監修/山
本 慧 一編 「外 来

語 。略語」のうち
ホスピタリティー

[hospitality] 歓

待、親切 なもてな

し (p.1379)

1月 、第 2版 )

hospitality l厚

遇、歓待 2(新
思想 な どの )理

解、 受容 3温
か く も て な す
心、歓待の精神

(pp。899‐ 900)

稲 村 松 雄 他 編

『 スピリッツ英

和辞典』 (小 学

館、1月 )

1(客や他人に

対する)親切な

も て な し、 歓

待。  2 もて

なす心。

(p。 732)

中村敬編『 ファ
ー ス ト英 和 辞
典』 (三省堂、3

月)

見出し語なし。

旅行者が、 日本人 と
の触れ合 うことので

きるホスピタ リテ ィ
ーを整 えた観光地を

作 ることが大きな解

題 とな っ て い る。

(pp。91‐92)

1988 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明「1988年
外来語年鑑 マス
コ ミに出 る外 来

語・総解説」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1228)

綜合社編『情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )別冊

徳岡孝夫監修/山
本慧一編『 国際化

時代の外来語 。略

語』のうち

ホスピタリティー

[hospitality] 歓

待、親切 なもてな

し (p.267)

総理府編『観光 白書

昭和 63年版』 (大蔵

省印刷局、5月 )

「第 2章  国際観光
の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が独 り歩き

できる環境を創 出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

の触れ合 うことので

きるホスピタリティ
ーを整 えた観光地を

作ることが大きな解

題 とな っ て い る。

(p.73)

野田正彰『いきがい

シェアリング 産業
構造転換期の勤労意
識』 (中 央公論社、
1988年 10月 )

高齢化対策について

も二つの発想が存在

す る。一つは、地元
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の老人の処理につい

ての政策である。 も

う一つは、 どうせ老

人 しか残 らないのな

らば、いっそのこと

シルバー産業を始め

よ うとい う発想であ

る。だが、観光 と同

じく、対人サー ビス

や介護 には永い文化
の蓄 積 が必 要 で あ

る。いかに素朴で善

良な人々がいるとは

いえ、例えば、石炭

を掘っていた人が急

に高齢者に優れたホ

スピタ リティを表現

す るの は難 しい。

(p.103)

1989 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明「1989年

外来語 。略語年鑑
マスコミに出る外

来語・略語・総解

説」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1228)

綜合社編『情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

飛 田 茂 雄 、
JoMⅣarma 監 修
「外来語・略語」
ホスピタリティー

[hospitality] 歓

待。親切 な もてな

し。 (p.1394)

斎藤 栄二郎編

『外国からきた

新語辞典』 (集

英社、4月 、第
6版 )

ホスピタリティ
ー 歓 待 。 厚

遇。(p.363)

田中掃六『 伸びる会

社は 「サー ビス」を

組織化する ホスピタ

リティマイン ドを育

て る 「ヒュー マ ン

QC」 のすすめ サービ

ス業・ ホ テル ・ 旅

館 ・ 飲 食 業 版 』

(HBJ business
express、 HBJ出 版

局、5月 )

総理府編『 観光 白書

平成元年版』 (大蔵省

印刷局、6月 )

「第 2章 国際観光

の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が独 り歩き

できる環境を創出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

の触れ合 うことので

きるホスピタリティ
ーを整 えた観光地を

作ることが大きな解

題 とな っ て い る。

(p.82)

1990 『現代用語の基礎 宮部菊男 。杉 山 松村明編『大辞 総理府編『 イ

23



知識』 (1月 )

堀内克明「1990外
来 語・ 略 語 年 鑑
マスコミに出る外

来語 。略語 。総解

説」
ホスピタ リティー

(hospitality) 客
のもてな しのよい

こと。 (p.1273)

綜合社編『 情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

飛 田 茂 雄 、

J.MⅣarma 監 修
「外来語・略語」
ホスピタ リティー

[hospitality]歓

待。親切なもてな

し。 (p.1459)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新 聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 0

略語」
ホスピタリティー

[hospitality]も
てなし。歓待。

忠一編『 ロイヤ

ル英和辞典』 (旺

文社、3月 )

1 親切 なもて

な し 2 受容

性 、 歓 迎

(p.816)

林』三省堂、4

月、初版)

ホスピタリティ

【hospitality】

①訪問者を丁重
に もてなす こ

と。②否定住の

宗教者や異端か

らやってきた特

殊な職業人を神
の化身のごとく

見なして歓待す

る風習。異人歓

待。外者歓待。

(p.2230)

石綿敏雄編『基

本外来語辞典』

(東京堂出版、

9月 )

ホス ピタ リテ

ィー 客の もて

な しの よい こ

と。親身になっ

て世 話 をす る

こと。至れ り尽

くせ りの心使

い。◆ラテン語

39 hospes「 客

を もて なす主

人」 項参照)か

ら。(p.808)

平成 2年版』 (大蔵省

印刷局、6月 )

「第 2章 国際観光
の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が独 り歩 き

できる環境 を創 出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

の触れ合 うことので

きるホスピタ リティ
ーを整 えた観光地を

作ることが大きな解

題 とな って い る。

(p.67)

1991 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「1991外

来 語・ 略 語 年 鑑
マスコミに出る外

来語・略語 。総解

説」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1330)

竹林滋 0小 島義

郎編『 ライ トハ

ウス英和辞典 (2

色刷 )』 (研 究

社、2月 、第 2

版)

親切にもてなす
こと、歓待、厚

遇 (p.685)

小 西 友 七 他 編

『 <コ ンパクト

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、11月 、第 4

版)見出し語な

し。

総理府編『観光 白書

平成 3年版』 (大蔵省

印刷局、5月 )

「第 2章 国際観光
の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が一人歩き

できる環境を創 出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

24



綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

飛 田 茂 雄 、
JoMMarma 監 修
「外来語・略語」
ホスピタリティー

[hospitality]①

歓待。親切なもて

なし。②受容。柔

軟性。 (p.1454)

※この年より「②

受容。柔軟性。」
が加わった。

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。
(p.1415)

版 >プ ログレッ
シ ブ 英 和 中 辞

典』 (小 学館、3

月)

1 厚遇、歓待

2(新 思想 な ど

の)理解 、受容

(pp.899‐ 900)

触れ合 うことのでき

るホスピタ リティー

を整 えた観光地を作

ることが大きな課題

と な っ て い る 。

(p.67)

1992 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明「1992外

来語・ 略語 年鑑
マスコミに出る外

来語・略語・総解

説」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p。 1348)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

飛 田 茂 雄 、
J.M.Varma 監 修
「外来語・略語」
ホスピタリティー

[hospitality] ①
歓待。親切なもて

なし。②受容力。

男ヨ次1生。 (p1422)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

桃沢力他編『 ニ

ューサンライズ

英和辞典 (2色
版)』 (旺文社、1

月)

hospitality(客を)

親 切にもてなす

こと、歓待、厚

遇  (p.698)

亀井俊介編『 ス
コッ トフォー‐ズ

マン英和辞典』

(角 川書店、 11

月)

歓 待 、 親 切 な

[暖 かい]も て

なし (p.793)

木村正男編『カ

タカナ語略語辞

典』 (ア ジア出

版、3月 )

ホスピタリティ
ー [bspitalit」

厚遇、歓待、親
切なもてなし。

(p。 116)

総理府編『観光 白書

平成 4年版』 (大蔵省

印刷局、6月 )

「第 2章  国際観光
の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が一人歩き

できる環境を創 出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

ふれ合 うことのでき

るホスピタ リテ ィー

を整 えた観光地を作

ることが大きな課題

と な つ て い る 。

(p.81)

以降の『観光 白書』

でも 「ホスピタ リテ

ィー」への言及があ

る。

日本ホス ピタリティ

研究会設立 (8月 )
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河合伸 「外来語・

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て
な し 、 歓 待 。
(D.1455)

1998 堀内克明 「1993外

来『 現代用語の基

礎知識』 (1月 )

語 。略語年鑑 マ

スコミに出る外来

語 。略 語 。総 解

説」

ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1331)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )別冊

付録

飛 田 茂 雄 、
JoMⅣarma 監 修

『 国際情勢社会の

最新版 外来語 。

略語』

見出し語なし。

『朝日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 。

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 もて
な し 、 歓 待 。

(p.1327)

小稲義男編集代

表『研究社英和

大辞 典 』 (研 究

社、第 5版)

1 旅行者や客

を親切 にもてな

す こと、歓待、

厚遇  2[新 思

想 な ど に 対 す

る]受容力、理

解力 (p.1019)

柴 田徹士編『 ニ

ュー・ アンカー

英和辞典』 (学習

研究社、3月 、新

版 2色刷)

(客 に対す る )

親 切 な も て な

し 、 歓 待

(pp.657‐658)

竹林滋 0小 島義

郎編『 ライ トハ

ウス英和辞典 (2

色刷 )』 (研 究

社、2月 、第 2

版)

親切にもてなす
こと、歓待、厚

遇 (p.685)

小 西 友 七 他 編

『 <コ ンパク ト

版 >プ ログレッ
シ ブ 英 和 中 辞

典』 (小 学館、 1

月、第 2版 )

1 厚遇、歓待
2(新思想など

の)理解、受容
3温かくもてな

す心、歓待の精

ネ申|  (  pp.899‐

900)

矢ケ崎誠治監修

『ポケット版外

来語新語辞典』

(成美堂出版、
6月 )

ホスピタリティ
ー 歓待:も てな

し(p.413)

『 観光ホスピタ リテ

ィモデル事業事例集

親切なお もてな し』

(ぎ ょうせい北海道

支社、3月 )

総理府編『 観光 白書

平成 5年版』 (大蔵省

印刷局、6月 )

「第 2章  国際観光
の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が一人歩き

できる環境を創 出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

ふれ合 うことのでき

るホス ピタ リティー

を整 えた観光地を作

ることが大きな課題

と な っ て い る 。

(p.72)

『 日本ホスピタリテ

ィ研 究会研 究報 告
HOSPITAlILY』  (膚」干」

万、11月 、 日本ホス

ピタリティ研究会 )

吉 田千史 「ホス ピタ

リテ ィ とサーービスの

起源について」
…ホス ピタ リテ ィに

は食べ物、飲み物 が

必ず関係 しています

が、ホスピタリティ
がどこからどこへ提

供 され るか とい う
Hospltality Giverと

Hospitality Taker σ)

関 係 を 分 析 す る の

に、食物の分配方向

を見ていくことで、

その関係 を探ること
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がでけると考えられ

ます。 (p.52)

…自分達の共同体の

外か らいろいろな人

達がやって来て、脅

か した りもす ること

があ ります。一般に

民族学では、ホスピ

タ リティとい うと外

者歓待、異人歓待 と

して捉 えられていま

すが、これは狭義の

意味のホスピタ リテ

ィで、見知 らぬよそ

者、見知 らぬ旅人を

温か く迎える風習、

習慣 をいいます。古

今東西、見知 らぬ人

をお客 として自分の

共同体または自分の

家に迎えて親切に扱

うとい う風習制度が

あります。 (p.53)ホ
スピタ リティとは、

贈与や互恵、互酬の

原理によって成 り立

っ て い るわ け で す

が、これは経済交換

の原理論か らいえば

大きな無駄をしてい

ることにな ります。

ところが、一見無駄

な消費に思えるもの

であっても、お金で

は解決できないもの

として、ホスピタ リ

ティは経済交換のパ

ラダイムとは異なっ

た次元で位置 して機

能 している。 (p.54)

1994 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明「1994外
来 語 。略 語 年 鑑
マスコミに出る外

来語・略語・総解

説」

ホスピタ リティー

小学館 ランダム

ハ ウス英和大辞

典第二版編集員

会編『 ランダム
ハ ウス英和大辞

典』 (小 学館、 1

月、第 2版)

(1)(客や他人

稲子和子『現代

新語辞典』 (梧

桐書院、2月 )

見出し語なし。
三省堂編修所編

『官公庁のカタ

カナ語』 (三省

堂、4月 )

服部勝人『新概念と
してのホスピタリテ

ィ 。マネジメン トー
ポス ト・サービス社
会の指標』 (学術選
書、5月 )

総理府編『観光白書
平成 6年版』(大蔵省
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(hospitality) 客

の もてな しの よい

こと。 (p.1345)

綜合社編『情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

飛 田 茂 雄 、
J.MⅣarma 監 修
「外来語・略語」

見出し語なし。

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 もて
な し 、 歓 待 。

(p。 1339)

の報酬 を求めな
い )厚 遇 、 歓

待、心の こもっ

たサービス。>観

光・ ホテル業界
で宣伝 に多用 さ

れ る (2)温 か

く親切 にもてな

す心、歓待の精

神。 2(新 し

い 考 え 方 な ど

の)受 容力。進

んで摂取 るす る

こと。 (p.1297)

中村匡克他『 ブ
ライ ト英 和 辞
典』 (小学館、1

月)

(人 に対する)

親 切 な も て な
し、歓待、厚遇

(p.611)

小西友七編集主

幹『 フレッシュ

ジーニアス英和

辞典』 (大修館書

店、4月 、改訂版

第 3版 )

親 切 な も て な

し、歓待、厚遇

無料の食事付き

宿泊 (p.681)

小西友七編集主

幹『 ジーニアス

英和辞典』(大修

館書店、4月 、改

訂版)

1親切 なもてな

し、歓 待 、厚遇
2((英 ))無料の食

事付き宿 泊

(p.881)

松 田徳一郎監修

『 リーダーズ・

プ ラス』 (研 究

社、6月 )

見出し語なし。

川 本 茂 雄 他 編

ホスピタリティ

ー [hospitality]

もて な し。 歓

待。厚遇。その

ため情報提供体

制を充実 させ、

外国人が国内を

旅行する際の最

大の障害である

言語障壁の問題

を緩和 し、外国

人が一人歩きで

きる環境を創出

するとともに外

国人旅行者が、

日本人とふれあ

うことのできる

ホスピタリティ
ーを整えた観光

地を作ることが

大きな課題 とな
っ て い る 。

(p。492)

※欄外で 「観光

4」 に指 摘 。

『 観 光 白 書
1994』 への指

摘。

堀井令以知編

『外来語語源辞

典』 (東京堂出

版、 6月 )

見出し語なし。

稲子和夫『現代

新語辞典』 (梧

桐 書 院 、 12
月)

見出し語なし。
三省堂編修所編

『コンサイスカ
タカナ語辞典』
(三 省 堂 、 9

月)

ホスピタ リティ

[hospitality]

<ラ hospitalis

(客 扱 い の よ

印刷局、6月 )

「第 2章  国際観光
の振興」の うち 「3

外国人旅行者の受入

れ」
…外国人が一人歩き
できる環境を創出す

るとともに、外国人

旅行者が、 日本人 と

ふれ合 うことのでき

るホスピタ リテ ィを

整 えた観光地を作る

ことが大きな課題 と

なっている。 (p.59)

※これまでは 「ホス

ピタ リティー」であ
っ た が 、 こ こか ら
「ホス ピタリテ ィ」
の表現となった。

名東孝二他編『 ホス

ピタリティとフィラ
ンソロピーー産業社

会の新しい潮流』 (税

務経理協会、9月 )

奥住正道『外食産業

最前線 ホスピタリテ

ィ時代のビジネス』

(実教出版、11月 )
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『講談社英和中
辞典』 (講談社、
11月 )

1 歓待、手厚
い もてな し。 2

(ノ )親切  3
好意的な受 け入

オし。 (p。970)

い)旅行者や客

を親切にもてな

すこと。歓待。
<現 >(p.953)

川本茂雄監修/
飯 田隆昭他 編

『 日本語になっ

た外国語』 (集

英社、3月 、第
3版 )

ホスピタリティ
ー [hospitality]

歓待。親切なも

てなし。

(p.882)

1995 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明「1995外
来 語 0略 語 年 鑑
マスコミに出る外

来語 。略語・総解

説」

ホスピタ リティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1353)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし。

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 もて
な し 、 歓 待 。

(p.1339)

山 田俊雄他編

『新潮国語辞典

一現代語 0古語

―』 (新 潮社、
11月 、第 2版 )

見出し語なし。

松村明監修/小
学館『大辞泉』

編集部編『大辞

泉』 (小学館、
12月 、 第 1

版)

ホスピタリティ
ー 【hospitality

】 1心 のこも
ったもてなし。

手厚 い もて な

し。歓待。 ま

た、歓待 の精

神。 2異 人歓

窄子。 (p.243)

日本ホスピタ リティ

協会(1月 )

※ 日本ホスピタ リテ

ィ研究会より名称変

更。

『観光事典』 (社団法
人 日本観光協会、3

月)

岡本伸之・ 山口祐司
「ホ ス ピタ リテ ィ

hospitality」 客人 を

暖 か く もて なす こ

と、歓待、厚遇のこ

と。 ラテン語で 「手

厚いもてな し」を意

味   し   た
``hospiltalis'' が言吾

源 で 、 ホ テ ル

(hotel)やホスピタ

ル   (病院 、 hospital)

も同じである。

ホスピタ リティの

本質的な課題は、常

にもてな しの相手で

あるお客の立場か ら

もてなす側の在 り方

を考え、お客が事前

に歓待 した以上の満

足を与えることがで

きるよう実際に行動

することである。

米国では、1980年
代以降、ホスピタ リ
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テ ィ産業 とい う用語
が、ホテル産業、フ

ー ドサー ビス産業、
クラブ産業等を包す
る用語 として用い ら

れ るようになった。
ホス ピタ リティ産業

が包含する各種事業

活動の最大公約数的

な機能は、料飲サー

ビスにある。 したが

って、「ホスピタリテ

ィ産業のための会計

学」な どとい う教科

書があれば、内容は

ホ テ ル 、 レス トラ
ン、クラブなど、料

飲サー ビスを含む各

種事業に共通 して使

える会計学の教科書
のことと考えればよ

い。
ホスピタリティ産

業 とい う用語が観光

事業を含む とか、観

光事業や観光産業 と

い う用語 と互換性 に

用い られ るとの解説

もあるが、必ず しも
一般的な解釈ではな
いよ うに思われ る。

(pp.147‐ 148)

高橋美貴『 近世・近

代移行期における漁

村・漁政史の研究』

授与大学名 :東北大

学/授与年月 日 : 3
月 24日 /博士 (文学)

※ 「第二章「漁場ホス

ピタリティー」の歴史

的展開」がある。「岩

手県沿岸漁村では、

既に近世段階から、

漁場から上がる理系
の一部が村内におけ

る備荒対策費や社会

資本の整備費に投入

され、村方のホスピ
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タリテ ィー機能を資

金面で支えていた。
このよ うな漁場の社

会的機能 (「漁場ホス

ピタリティー」)は近

世 0近代移行期 を通

して存続 し続け、 さ

らに明治期には行政

村の収入源 として一

定の社会的機能を果

たす よ うになってい

く。」(p。 76)

※用語 として使用 さ

れているものの、「受

け入れた」 といった

意味合いで使用 され

ている。

服部勝人『新概念 と

してのホスピタリテ

ィ。マネジメント ポ

ス ト0サービス社会
の指標』学術選書、4

月、第 2版 )

総理府編『観光白書

平成 7年版』 (大蔵省

印刷局、6月 )

「ホスピタリティ」
への言及はない。
「今後の観光政策の

基本的な方向につい

て (答 申第 39号 )

(観光政策審議会、6

月)で は「ホスピタ

リティ」とい う表現

はない。
1996 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「新聞・

TVに出る外来語

最新事典'96」

ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1458)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

飛 田茂 雄 、 J・

竹林滋他編『 カ

レッジライ トハ

ウス英和辞典』

(研究社、1月 )

1 親切 にもて

な す こ と 、 歓

待 、厚遇。  2
(客 に出す)食

事、宿泊場所。

(p.845)

旺文社編『カタ

カナ語。略語辞

典[改訂新版]』

(旺 文 社 、 1

月)

ホスピタリティ

[hospitality]

厚 遇 。 もて な

し。温かくもて

なすこと。もて

なしぶ り。

(p.623)

日本ホスピタリティ

学会 (1月 )

福永昭・鈴木豊編著

『 ホスピタリティ産

業論 顧客満足管理の

時代を迎えて』 (中央

経済社、5月 )

総理府編『観光白書

平成 8年版』(大蔵省

印刷局、7月 )

「ホスピタリティ」
への言及はない。

服部勝人『 ホスピタ
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M O Vardama「 外

来語・略語」
ホスピタ リティ一ヽ

の見出 し語はない

が以下がある。
ホスピタリティー

イ ン ダ ス トリー

[hospitality

industr」

接客産業。 ホテル

や料理店 な どの接

客業。 (p.1367)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 。

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。
(p.1339)

リティ 0マ ネジメン

ト :ポス ト・サービ

ス社会 の経営』 (丸

善、11月 )

ホスピタ リティと
い うものを今後の社

会体制の中で根底 を

成 す 概 念 と して 捉

え、筆者の観点か ら

次のよ うな定義を試

みた。
「人類が生命の尊

敬を前提 とした創造

的進化 を遂げるため

の、個々の共同体 も

しくは国家の枠 を超

えた広い社会におけ

る多元的共創関係 を

成 立 させ る相 互 容

認、相互理解、相互

信頼、相互扶助、相

互依存、相互発展の

六つの相互性の原理

を基盤 とした基本的

社会倫理であ る。」

(p.69)

ホス ピタリティはホ

ス ピタ リティ文化お

よびホスピタ リティ

精神 を基盤 とした諸

要素群、つま り人的

要 素 群 、物 的 要 素

群、創造的要素群、

機能的要素群か ら構

成 されているのであ

る。 (p.71)

しか し、各要素を部

分的に再考するだけ

では有効的な成果は

得 られないが、ホス

ピタ リティ文化やホ

ス ピタ リティ精神 を

踏まえて、四つの要

素群を相互に均衡状

態を維持 しなが ら融

合す るマネジメン ト

が存在 した時に、初

めて真の 「ホス ピタ
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リテ ィ」は生 まれ る

のである。 (p.72)

1997 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「新聞 0

TVに 出る外来語

最新事典'97」

ホスピタリティー

(hospitality)客
のもてなしのよい

こと。 (p。 1434)

綜合社編『情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし。

飛 田茂 雄 、 J・

M o Vardama編
『 カタカナ語 。欧

文 略 語 辞 典 』

(imidas別 冊付

録、1月 )

ホスピタリティー

[hospitality]① 歓

待。親切なもてな

し。②受容力。柔

軟性。 (p.285)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 。

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。
(p.1355)

堀内克明・石山

宏一編『 ポケ ッ

トプログレップ

英 和 ・ 和 英 辞

典』 (小 学館、3

月)

厚遇、歓待、親

切 な もて な し

(p.260
山岸勝榮編者代

表『 スーパー・

アンカー英和辞

典』 (学 習研 究

社、3月 )

(客に対する)親切

なもてな し、歓

待。

英語文化のキー

ワーード

(1)キ リス ト教徒

には hospitality

hospitable とい

う語から、「旅人

をもてなす こと

を忘れてはな り

ません」「不平を

言わずにもてな

し合いな さい」

といった新訳聖

書のことばを思
い 出 す 人 が 多
い 。 し た が っ

て、意識 してい

るとしない とに

かかわ らず、彼

ら に と っ て の
「もてな し」 と

は神の命令を実

践することにも
つながる。 (2)一

般に英米ではレ

ス トランなど家
の外でもてなす

よりも家庭に客
を招いてもてな

すほ うが普通 と

西 谷 真 雅 子
「Hospita町 の 諸

相」 (『 英米言語文化

研究』第 45号、大阪

府立大学英語言語文

化研究会、3月 )

フィリップ・ コ トラ
ー 、ジェームス・マ

ーキンズ、ジョン ボ

ーエン/ホ スピタリ

テ ィ 。ビジネス研究

会訳『 ホスピタリテ

ィと観光のマーケテ

ィング』 (東海大学出

版会、 4月 )

※  Philip  K:otleL

Jalnes Makens, and
John     Bowen.
■牝:rムθ″

"g     
受フr

」θSP」・″力・″   ′″ご
物 ″″b盟.(Prentice
HalDの翻訳。

総理府編『観光 白書

平成 9年版』 (大蔵省

印刷局、6月 )

「ホスピタ リティ」
への言及はない。

日本 ホ ス ピタ リテ

ィ・マネジメン ト学

会 (10月 )

※ 日本ホスピタ リテ

ィ学 会 よ り名 称 変

更。

力石寛夫『 ホスピタ

リティ サービスの原

点 』 (商 業 界 、 11

月)

ホ`スピタ リティ、
つま り ｀

物事を心、

気持ちで受け止め、

心、気持ちか ら行動

す る こ と、 です 。

(p.51)

ホス ピタ リテ ィこ

そがサー ビスの原点

であ る と同時に人 間
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考 え られ て い

る。(p.746)

竹林滋他編『 ラ

イ トハ ウス英和

辞典』 (研究社)

親切にもてなす
こと、歓待、厚

遇  (p.685)

社会で一番大切な豊

か さ、 温か さ、 楽 し

さ、明るさ、 くつろ

ぎ、和やか さといっ

た環境づ くりの基本

とな る もの な の で

す。

ちなみに、英語に

は、ホスピタ リティ

とい う言葉か ら生ま

れた言葉がた くさん

あ ります。皆 さんも

す ぐに思い浮かぶの

は、ホスピタル =病
院 で し ょ う。 つ ま

り、病に倒れた人や

気づいた人をいやす

場 所 とい う意 味 で

す。同 じよ うに、旅
の疲れ をいや して く

れ るホ テル の語 源

も、ホスピタ リティ

です。

さらに、過程にお

客 さまを迎える際、

招 く側の主人をホス

ト、奥 さまをホステ

ス といいますが、こ

の言葉 もホスピタ リ

テ ィか らき て い ま

す。家庭の温か さを

プロデュースす る人

とい う意 味 な の で

す。
こうした語源 を調

べてみても、ホス ピ

タ リテ ィが心、気持

ち、思いや りにかか

わる重要な言葉だ と

い うことがよくわか

るで しょう。 (pp.57‐

58)

1998 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

堀内克明 「巻末別

編 外来語 。略語
1998」

ホス ピタ リテ ィー

三省堂編修所編

『官公庁のカタ

カナ語』 (三省

堂、3月 、第 2

版)

ホスピタリティ

長野冬季オ リン ピッ

ク (2月 7日 ～22日 )

立教大学観光学部 (4

月 )

※ 日本 で最初 の観 光

学部
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(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p。 1435)

綜合社編『情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 0

略語」
ホスピタリティー
[hospitalit」 もて
な し、歓 待 。
(p.1355)

[hospitality]

もて な し。 歓

待。厚遇。その

ため情報提供体

制を充実させ、

外国人が国内を

旅行する際の最

大の障害である

言語障壁の問題

を緩和し、外国

人が一人歩きで

きる環境を創出

するとともに、

外 国人旅 行 者

が、日本人とふ

れあうのできる

ホスピタリティ
ーを整えた観光

地を作ることが

大きな課題とな
っている。

(p.579)

※欄外 で 「観

光 4」 に指摘。

『 観 光 白 書
1994』 への指

摘。

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、11月 、第 5

版)では見出し

語なし。

松村明監修/小
学館『大辞泉』

編集部編『大辞

泉』 (小学館、
11月 、第 1版
増補・新装版)

ホスピタリティ
ーー【hospitality

】 1心 のこも
ったもてなし。

手厚 い もて な

し。歓待。 ま

た、歓待 の精

神。 2異人歓

イ寺|。  (p.2438)

総理府編『観光 白書

平成 10年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「ホスピタ リティ」
への言及はない。
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1999 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「外来語

カタカナ語 マス
コ ミに 出 る外 来

語 。略語辞典」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1392)

綜合社編『 情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし

信 達 郎・ 小 浦 博

編 、 J・ M。
Vardama編『最新

英 語 雑 学 辞 典 』

(imidas別 冊 付

録、1月 )

hospitality

industrv

ロ ホテルや レス ト

ラ ン な ど の 接 客

業 。 接 客 産 業 。

(p.818)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 。

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。
(p.1339)

松村明編『大辞

林』三省 堂、
10月 、 第 2

版)

ホスピタリティ

【hospitality】

訪問者を丁重に

もてなすこと。

(p.2379)

総理府編『観光白書

平成 11年版』 (大蔵

省印刷局、1月 )

「ホスピタリティ」
への言及ない。
平野文彦編著『 ホス

ピタリティ・ ビジネ
ス』 (税務経理協会、
3月 )

浅野浩子・菊地史子

『 ホスピタリティの

表現研究 ビジネス・

マナー編』 (創成社、
4月 )

山上徹『 ホスピタリ
ティ・観光産業論』

(白 桃書房、4月 )

浅野房世 。三宅祥介

『安 らぎと緑の公園

づくリ ヒーリング・

ランドスケープとホ

ス ピタリティ』(鹿島

出版会、 7月 )

『批評空間』 (2期第
23号、太田出版、10

月)

Jacques Derrida′ /安

川慶治訳 「歓待・正

義 ・ 責 任 一ジ ャ ッ

ク・ デ リダ との 対

話」(pp.192‐209)

ジャック・デリダ、

ア ン ヌ・ ァ ュ フ ー ル

マ ンテル/廣瀬浩司

訳『歓待について一

パ リのゼ ミナールの

記録』 (産業図書、12

月)

2000 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「外来語
カタカナ語 マス
コ ミに出 る外 来

語 。略語辞典」

高田都悠子『スチュ

ワーデスがふれた世
界のホス ピタ リテ

ィ』 (高 田都悠子、 1
月)

内田武之『行きやす
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ホス ピタ リテ ィー

(hospitality) 客
のもてな しのよい

こと。 (p。 1364)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 もて
な し 、 歓 待 。

(pp.1323‐ 1324)

い買いやすい店舗 ホ
スピタリティを実現

す る』 (商 業界、 1
月)

古閑博美・斉藤茂
子・中谷千尋『看護
とホスピタリティ』
(ブ レーン出版、 1

月)

総理府編『観光白書

平成 12年版』 (大蔵

省印刷局、6月 )

「ホスピタリティ」
への言及ない。

小山政彦『eビジネス

ホスピタリティ 電脳

商法 の儲 か る方 程

式』 (ビ ジネス社、9

月)

平井誠也編著『思い

や りとホスピタリテ

ィの心理学』 (北大路

書房、12月 )

「二一世紀初頭にお

け る観 光振 興方 策

(観光政策審議会諮

問第 43号)(観光政

策審議会、12月 )

「三 近年における

観光をめぐる現状及

び課題」の中で 「国

民の 日常的、基本的
マナーやホスピタリ

テ ィ意識 の不 十 分

さ」(1)
2001 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

堀内克明 「最新カ

タカナ語・外来語

/略語辞典」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1401)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし

木原研三編者代

表『 グラン ドセ

ンチュリー英和

辞典 CD付 き』

(三省堂、1月 )

(客や外来者に対

する)手厚いもて

な し 、 歓 待

(p.662)

小西友七 。南出
康世編『 ジーニ

ア ス英 和 大 辞
典』 (大 修館書

山上徹 「ホス ピタ リ

テ ィ (hospitality)」

(山 上徹・堀野正人

編『 ホ ス ピタ リテ

ィ・観光事典』 白桃

書房、3月 )

語源的には、ラテ

ン語 の hospesで あ

り、hospitahsな どか

ら派生 している。そ

れ ゆ え に ホ テ ル

(hotel)お よ び 病 院

(hospital)と 語源的に
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『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 0

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 もて
な し 、 歓 待 。

(pp。 1220‐ 1221)

店、4月 )

1 親切 なもて

な し。歓待。厚

遇。 2(英 )無
料 の食事付 き宿

泊。(p.1064)

共通である。端 的に

は、客人を保護す る

とい う意味が含 まれ

ている。 日本語にお

けるホスピタリ ティ
の同義の用語は,「神

仏のお とりな し」で

あ る 「恩 賜 」、「看

護」、「庇護」、 「歓

待」な どが考えられ

る。新約聖書では、
「旅人をもてなす こ

と」 として用い られ

ている。 とくにイエ

スの 「自分を愛 する

ように、あなたの隣

り人を愛せよ」 (マ タ

イによる福音書第 22

章 39節)と いう根本思

想のよ うに相手の立

場になって 「手厚 く

もてなす」 ことを意

味す る。ホスピタ リ

ティの概念は、お互

いに存在意 義や価値

を理解 し、相手を認

め、信頼 し、助け合

う精神 をい う。広義

には、人間生命の尊

厳 と社会の公正ばか

りでなく、地 球にや

さしいためにも自然

環境への配慮を含む
べきである。 しか し

一般的には、人間の

立 場 か ら国 家 、 言

語、宗教、文化 の相

違 を越 えた全世界の

人類・自然の共生と思
いや りの精神を意味

す る。 さらに売買 と

い う狭義の立場か ら

は,

売手が少々犠牲にな
って買手優先のサー

ビス提 供をするとい

う考え方 とい うより

も、 どちらか といえ
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ば、売手 と買手は対

等 の 立 場 、相 互 理

解、相互信頼関係に

あることをい う。売

手も楽 しく、買手 も

楽 しい 、 す な わ ち
「お互い思いや り」

があるとい うことで

ある。買手の満足が

そのサー ビスを提供

す る売手の接客要員

と満足を共 有すると

い うよ うに買手の満

足を売手の満足へ と

転化 し、買手の喜び

を売手の喜びにす る

とい う相互補完的な

関係 を重要視す る用

語 といえよう。まず

もてな しの相手であ

る買手の立場を配慮

しつつ,売 『のシーズ

を最大限に活用 し,手

厚いも てなしによつ

てお互いに満足す る

とい う 共存共栄の関

係 をい う。 しか しサ
ー ビス とい う場合、

売手側の立場を犠牲

にした、やや一方的

な顧客優先・優位 とい

う意味が含まれてい

る。そのようなサー

ビスには、必然的に

対価が伴 うことにな

るが、ホスピタ リテ

ィとい う場合、客 と

接客要員 とは、感情

的なつなが り、信頼

溢れ る関係 によって

一味同心になるとい

うかな り粘神的なコ

ンセプ トが含まれて

いる。 企業間競争に

勝ち抜 くためには、

顧客と の接点におい

て顧客に感動を与え

る極めて質的にも高
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い満足度 としての気

イ寸け、 ′い酉己りとい う
ホスピタリティがマ

ー ケ テ ィ ン グ戦 略
上、非常に重要にな
ってきている。

(pp.2‐ 3)

日本 ホス ピタ リテ ィ

推進協会 (3月 )

※ 日本 ホス ピタ リテ

ィ協会より名称変更

浦郷義郎『真実の 15

秒で観客をつかむ一
ホス ピタリティ・マ

イ ン ドに徹 す る経

営』 (光文社、12月 )

施設 (あ るいは人 )

の提供側が利用者に

喜びを与え、それを

自分たちの喜び とし

ている。両者はいつ

も平等の立場 と関係

にある。また関係は
ヨ`コの関係、であ

る。(pp.91‐92)

国土交通省編『 観光

白書 平成 13年版』

(財務省印刷 局、 7

月)

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

2002 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 問題用

語の解説」「ホス

ピ タ リ テ ィ ー

〔hospitality〕

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital ()'茜 i院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospittlia (主

人が客を接待する

場所⇒来客用の大

竹林滋編『研究
者 新 英 和 大 辞
典』 (研究社、3

月)

n.1旅行者や客

を親切 にもてな

す こと。歓待。

厚遇。 2《新思

想 な どに対す る

》受容力。理解

力。 a両。 (モ ー

テルやホテルな

どの)部屋か接

待用の。

(p.1188)

日本観光ホスピタリ

ティ教育学会 (3月 )

中村清・山口祐司編

『 ホスピタリティ 。

マネジメン トーサー

ビス競争力を高める

理論 とケーススタデ

ィ』 (生産性出版、6

月)

国土交通省編『観光

白書 平成 14年版』

(財 務省印刷局、 7

月)

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。
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きな家)に 由来 し

ている。マーケテ

ィング分野では、

特に旅行、ホテル

などの観光マーケ

ティングの基本用

語 として定着 して

いる。 どんなに設

備が豪華な施設で

も、顧客に対 して

心のこもった対応

が行 わ れ な けれ

ば、顧客満足は形

成 されないとい う

接客の基本的発想

が背景にある。消

費者はサー ビス商

品を、提供 される

細かな要素の集合

としてではなく、

まとま りのある一

体のものとして評

価 す る傾 向 が あ

る。例えば、ホテ

ルならば接客、部

屋の掃除、食事、
パブ リックスペー

スの快適 さなどを

一つのまとま りと

い して滞在 したホ

テルの評価を下す

わけである。 した

がって、すみずみ

まで配慮の行き届
いたもてな しが顧

客満足には必要 と

されてくる。観光

業にかぎらずホス

ピタリティーーはこ

の よ うな トー タ

ル・サー ビスを志

向する企業の基本

理念 として位置づ

けることが可能で

ある。 (p.418)

堀内克明 「最新カ

タカナ語 0外来語

/略語辞典」
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ホス ピタ リテ ィー

(hospitality) 客
のもてなしのよい

こと。 (p.1449)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし。

信達郎、JoM。
Vardam監修『 世

界を変える IT(情
報 技術 )を 展望
IT用語カタカナ・

略 語 辞 典 』

(imidas付録、1

月)

ホスピタリティ一ヽ

[hospitality]① 歓
待。親切なもてな
し。②受容力。柔
勒ul生。 (p.325)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

略語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。
(p.1318)

2003 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 問題用

語 の解説」「ホス

ピ タ リ テ ィ ー

〔hospitality〕

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital (病 i院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospiぬlia (主

人が客を接待する

場所⇒来客用の大

きな家)に 由来 し

藤沢真理子『巡礼接

待思想ホスピタリテ

ィを活かしたホスピ

スボランティア』

授与大学名 :大阪府
立大 学/授 与年 月

日 :3月 31日 /′|:中士

(社会福祉学)

フィリップ・ コ トラ
ー、ジ ョン・ボーエ

ン/平林祥訳『 コ ト

ラーのホスピタリテ

ィ&ツ ー リズム・マ

ーケティング』 (ピア

ソン・エデュケーシ

ョン、12月 )

古閑博美『 ホス ピタ

リテ ィ概 論 』 (学 文
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ている。 どんなに

設備が豪華な施設

でも、顧客に対 し

て心のこもった対

応が行われなけれ

ば、顧客満足は形

成 されないとい う

接客の基本的発想

が背景にある。ホ

スピタリティーーは

このような トータ

ル・サー ビスを志

向する企業で重視

さ れ て い る 。

(p.353)

堀内克明 「最新 カ

タカナ語・外来語

/略語辞典」

ホスピタ リティー

(hospitality) 客
のもてな しのよい

こと。 (p.1348)

綜合社編『情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

見出し語なし。

『 朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新 聞

社、1月 )

信達郎、J・ M・
Vardam監修 「カ

タカナ語・欧文略

語」

ホスピタ リティー

[hospitality] ①

歓待。親切なもて

な し。③受容力。

柔 軟 性 。

(p.1278)

社、4月 )

ホスピタ リティは

人のぬ くもりを感 じ

させ る行為だが、便

利な機材や用具の開

発 と発明が、快適な

ホスピタリティの実

現に貢献 しているこ

とは 疑 う余 地 が な

い。 しか し、ホスピ

タ リティは人の行為

が本来的なもので、

その理念 とともに行

為す る個々人の意志

や感情の働 きが無視

できない。 (p.11)

ホ ス ピタ リテ ィ

は、一般に 「他者を

あたたかくむかえも

てなす」意のあるこ

とば と して知 られ

る。 もてなす (持 て

成す)行為は、相手

を受け入れることで

あ り、引き受けた り

迎え入れた りするこ

とか らは じま る。

(pp.11‐ 12)

…ホスピタ リティは

普遍的行為に位置づ

けられる。行為を支

える信仰や信条、思

想的背景はそれぞれ

異なるといえども、

ホスピタリティは異

種の要素を内包 して

いる人同士の出会い

のなかで起 こる触れ

合い行動であ り、発

展的人間関係を創造

する行為 といえる。

(p.14)

ホ ス ピタ リテ ィ

は、歴史的・語法的

には、他者 と関わる

さいに派生する人間
の行為に分類 され、

なかでも相手の立場
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に立って配慮す るこ

とを具体的な行為で

表現す る 「思いや り

の行為」 とみなされ

てきた。欧米社会で

は、キ リス ト教の精

神である隣人愛の理

念 を具現化する行為

として知られる。

どのような行為に

もその行為を うなが

す意識的 。無意識的

な動機があるとされ

るが、宗教的視点か

ら仏教の慈悲や布施
の心、民俗学調査が

報告す る各地の人び

との振舞いにみる行

動様式、文化人類学

的視点による異文化

遭遇や異文化交流を

視野に入れて考察す

ることがホスピタ リ

アイ
ヘの理解 を深める手

がか りとなるであろ

う。 (p.16)

異種の要素を内包 し

ている人間同士の出

会いの中で起 こるふ

れあい行動であ り、

発展的人間関係 を創

造する行為(p.26)

機能、関係、行為 0

行 動 、 倫 理 、 精 神

(p.27)

国土交通省編『 観光

白書 平成 15年版』

(国立印刷局、7月 )

「ホスピタ リティ」
への言及ない。

2004 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 問題用

語の解説」「ホス

ピ タ リ テ ィ ー

〔hospitality〕

ホスピタリティ 0ビ

ジネス研究会編『 ホ

スピタリティ 。マー

ケテ ィング用 語 事

典』 (ア イ・ケイコー

ポレーション、4月 )

服部勝人『 ホスピタ
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暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital (病 院|、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospittlia (主

人が客を接待する

場所⇒来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。 どんなに

設備が豪華な施設

でも、顧客に対 し

て心のこもった対

応が行われなけれ

ば、顧客満足は形

成 されないとい う

接客の基本的発想

が背景にある。ホ

スピタリティーーは

このような トータ

ル・サー ビスを志

向する企業で重視

さ れ て い る 。

(p.335)

堀内克明 「最新カ

タカナ語・外来語

/略語辞典」

ホスピタリティー

(hospitality)客
のもてなしのよい

こと。 (p。 1308)

綜合社編『情報・

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

今村仁司「現代思

想」のうち

ホスピタリティー

〔hospitality〕

歓待と訳す。近代

以前の諸社会には

異邦人と旅人を、
その身分や資格を

問わないで、食事

を提供 し、 ときに

は路銀を渡 してね

ぎらう慣行が長く

リティ学原論』 (内外

出版、 5月 )

服部勝人『ホスピタ
リティ 。マネジメン

ト入門』 (丸善出版、
6月 )

国土交通省編『観光

白書 平成 16年版』

(国立印刷局、7月 )

「ホスピタリティ」
への言及ない。
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続いてきた。近代

に入ると、異邦人

歓待は国際法的意

味を持ちはじめ、

外国人の訪問権 と

なる。異邦人は訪

問する国で不法な

行為をしないかぎ

り滞在することが

できる。 さらにそ

れは政治的亡命の

権利 ともなった。

政治的であろうと

経 済 的 で あ ろ う

と、莫大な数の難

民が発生 している

現在では、身分 と

資格を問わないで

難民を受け入れる

ことをホスピタ リ

ティー とい う。昔
の自然発生的慣習

はいまや不可欠の

国際法的意味を持

ち は じめ て い る

し、それなしには

難民を救済する道

は な い。 他 方 で

は、ホスピタリテ

ィーは現代的人間
の倫理的原理への

昇格 しつつある。

平和で安定的な社

会を維持するため

には、個々人がホ

スピタルな精神を

もって他者を迎え

る鍛錬が必要であ

る。歓待の精神を

もつ人間こそが、

真実の 「文明人」

といわれる時代に

なった。社会や国

家もまたホスピタ

ルな制度を確立 し

な くて は な らな

い。ホスピタリテ

ィーは国際政治の
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基本項 目になるだ

ろ う。 (p.1259)

信 達郎 、JoM・
Vardama編 「カタ

カ ナ 語 ・ 欧 文 略

語」

ホスピタリティー

[hospitality] ①

歓待。親切なもて

なし。②受容力。

柔 軟 性 。

(p.1458)

『 朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新 聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

カ タカ ナ 語 。略

語」
ホスピタ リティー

[hospitalit」 もて
な し 、 歓 待 。

(p.1223)

2005 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )以
後、サイズが縮小

化|

有馬賢治 「マーケ

テ ィングの基礎

語」「ホス ピタ リ

ア   イ   ~
〔hospitality〕

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital (病 院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospitalia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サー ビス商品を提

供 される細かな要

素の集合 としてで

はなく、まとま り

のある一体のもの

[hospitality]

<ラ hospitalis

(客 扱 い の よ

い)旅行者や客

を親切にもてな

すこと。歓待。
<  現  >
(p.1019)

新 星 出版社編

『カタカナ語新

辞 典 』 (新 星

社、12月 、改

訂新版)

ホスピタリティ
ー [hospitalit」

心温まる親切な

もてな し。歓

布寺|。  (p.478)

三省堂編修所編

編『 コンサイス

カ タカナ語辞

典』 (三省堂、
10月 、第 3版 )

ホスピタリティ

愛・ 地球博 、愛知万

博 (3月 25日 ～9月
25日 )

山上徹『ホスピタリ
ティ・マネジメント
論』 (白 桃書房、3

月)

ホス ピタ リテ ィと

は、「ゲス ト、ビジタ

ー、外国人に対 し、

最適で、最良な歓待

や もてなしがなされ

ることを意味す る。

ホスピタリティとい

う用語は、ホスピス

(hospice)か ら派生

し、それは中世の旅

人や巡礼者のための

宿泊施設であった。

ホスピスは、また現

在の病院の最初の形

態であ り、そ してホ

スピタル とも関係 し

ている。その後、ホ
スピタ リティに、ホ

テル、 レス トランが
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として評価する。

例えばホテルなら

ば接客、食事、パ

ブ リックスペース

の快適 さなどをひ

とつのまとま りと

して滞在 したホテ

ルの評価を下す。
したがって、企業

はすみずみまで配

慮の行き届いたも

てなしで顧客に応

対 す る必 要 が あ

る。 (p.325)

堀内克明 。大森良

子 「カタカナ・外

来語/略語辞典」
ホスピタリティー

(hospitality) 客
のもてな しのよい

こと。 (p.1308)

綜合社編『 情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

今村仁司 「現代思

想」のうち

倫理 ethicの 一部

生命 と財産が課題

に な るの で は な

く、他人 との 「正

当な」関係を構築
じることが倫理内

容である。弱いも
のを助けること、

異邦人を歓待する

こと、相互に扶助

すること、要する

にホスピタリティ
ー (あ るがままに

他 人 を迎 え る こ

と)こ そ現代の倫

理 で あ る 。

(p.1204)

ホス ピタ リテ ィー

hospitality

歓待 と訳す。近代

以前の諸社会 には

異邦人 と旅人 を、

含 められ るになった
1)」

。

換言すれば、ホス

ピタ リティと類似 し

て使用 され るホスピ

スの語源は、ラテン

語の hOpesであり、
Hospitalisな どに

由来するが、「ホスピ

ス とは、中世におけ

る旅人や巡礼者のた

め の休 憩 の館 で あ

り、また今 日、初期
の治療施設 と称 され

るものに由来 し、そ

して明 らかにホスピ

タル とも関連す る用

語である2)」
。

つ ま リ ホ テ ル

(hotel)お よび病院

(hospital)と 同ヨ義言吾

とな り、客を温か く

迎え、手厚 くもてな

す場所を意味す る。

(pp.1‐ 2)

1)TPowers.IntЮ ‐

duction   to   the
IIospitality lndustry

(John Wiley&Sbns,
1988),p.2.

2)Ibid。 ,p.4.

ところで、ホス ピタ

リテ ィに対 応 す る 日

本 語 の用 語 とは 、 ど

のよ うなものである

だろ うか。 日本語で

は一般的に、名詞が
「もて な し」 で あ

り、動詞は 「もてな

す」 とい うことにな

る。その語意は、教

養・性格な どによつ

て培われた 「ふ るま

い」、「饗する」、「身

のこな し方、立ち振

舞い」であ り、人に

対す る態度・待遇な

どを意味す る。昔か
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その身分や資格を

問わないで、食事

を提供 し、 ときに

は路銀を渡 してね

ぎらう慣行が長 く

続いてきた。近代

に入ると、異邦人

歓待は国際法的意

味を持ちはじめ、

外国人の訪問権 と

なる。異邦人は訪

問する国で不法な

行為をしないかぎ

り滞在することが

できる。 さらにそ

れは政治的亡命の

権利 ともなった。

政治的であろ うと

経 済 的 で あ ろ う

と、莫大な数の難

民が発生 している

現在では、身分 と

資格を問わないで

難民を受け入れる

ことをホスピタリ

ティー とい う。昔
の自然発生的慣習

はいまや不可欠の

国際法的意味を持

ち は じめ て い る

し、それなしには

難民を救済する道

は な い。 他 方 で

は、ホスピタリテ

ィーは現代的人間
の倫理的原理への

昇格 しつつある。

(p.1205)

信達郎、JOM・
Vardama編 「カタ

カ ナ 語 ・ 欧 文 略

語」
ホスピタリティー

[11losI)itality.]     ①

歓待。親切なもて

なし。②受容力。

柔 軟 性 。
(p.1359)

ら「立ち振舞いは 目

か ら入 る言葉」 とも

称 され、その気持ち

がそのまま態度に出

て、相手に言葉で話

したよ うに伝わる。

もて な し とは招 待

し、食事や賜物を供

してコミュニケーシ

ョンを密にすること

を意味す る。 ご馳走

などのもてな しか ら

誕生 した用語には、

正 客 の相 手 に な っ

て、一緒にもてな し

を受けることを表す
「相棒」がある。茶

道の懐石料理の際、

酒肴 (人 寸)を もっ

てす る献酬を 「千鳥

の盃」 と称するが、

亭主が客へ献酬する

盃 を 1つ さす ことを

一献 と言 うし、また

天子・貴人か らご馳

走を賜 ることを賜饗

などと称 している。

さらにそれ らと同義

な他 の 用 語 と して

は 、「恩 賜 」、「看

護 」、「庇護 」、「歓

待 」 な どが あ る。

(pp.2‐ 3)

明海 大学 ホス ピタ リ

テ ィ・ ツー リズム学

部 ホス ピタ リテ ィ・

ツー リズ ム学 科 (4

月 )

熊本 学園大学商学部

ホス ピタ リテ ィ・ マ

ネジメン ト学科 (4

月 )

山内表 「ホス ピタ リ

テ ィ の 語 議 論 」

(  『   LIBRARY
iichiko 』 SPRING
No.86、 河1ヒラ51也 、 4
月)
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『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語・

カ タカナ語 0略
五」
ホス ピタ リテ ィー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。

(p.1223)

“Hospitality'' と
い う概念は、 じつは

民族学の≪重力の法

則 ≫ (レ ヴィ=ス ト
ロ ーー ス́ 、 1957、
p.180)と い わ れ る
「  互  換  性

(reciprocity、 相 互

性 とも訳す)」 と深い

関係があって、「贈与

(g■ )」 や 「気前の

よさ (generosity)」

並ぶ人類社会の鍵 =
概念に他ならない。

(p.6‐ 7)

高畑吉宏『 ホスピタ

リティマインドお客

様の笑顔を生きがい

にするヒューマンス

キル』 (成 甲書房、 5
月)

国土交通省観光庁編
『観光白書 平成 17

年版』(国立印刷局、
7月 )

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

熊本学園大学ホスピ

タリティ・マネジメ
ン ト学科企画編『 ホ
スピタリティの時代

―熊本学園大学オー

プ ンカ レッジ講 演

録』 (熊本日日新聞情

報文化センター、8

月)

2006 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

テ ィ ングの基礎

語」「ホスピタ リ

ア   イ   ~
(hospitality)

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital(病 院、

慈善施設)か らの

小学館国語辞典

編集部編『精選

版 日本国語大辞

典』 (第 3巻、

小学館、3月 )

ホスピタリティ
ー 心のこもっ

たもてなし。手

厚いもてなし。

歓待。また歓待
の 精 神 。

(p.634)

亀川雅人編『 ビジネ
スクリエーターとホ
スピタリティ』 (創成

社、1月 )

桂真弓「サロンのホ

スピタリティとビジ

ネスクリエーター」
「ホ ス ピタ リテ

ィ」は 「サーービス」
の上位概念 として捉

えられ、顧客の欲求

に見合 う等価価値を
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派生語であるが、

源流は後期 ラテン

語 hospitalia(主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を提

供 される細かな要

素の集合 としてで

はなく、まとま り

のある一体のもの

として評価する。

例えばホテルなら

ば接客、食事、パ

ブ リックスペース

の快適 さなどをひ

とつのまとま りと

して滞在 したホテ

ルの評価を下す。

したがって、企業

はすみずみまで配

慮の行き届いたも

てなしで顧客に応

対 す る必 要 が あ

る。 (p.645)

堀内克明・大森良

子 「最 新 カ タ カ

ナ・略語辞典」
ホスピタリティー

( hospitality )

客のもてな しの よ

い  こ  と 。

(p.1308)

綜合社編『 情報 0

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

麻生博之・今村仁

司 「哲学/現代思

想」のうち

倫理  ethicの 一

部
こうして現代倫理

思想は、一見古そ

うにみえる贈与原

理を倫理内奥にし

ようとしている。

弱いものを助ける

綜合社編『イミ

ダス編 imidas

現代人のカタカ

ナ語欧文略語辞

典』 (集英社、4

月)

ホスピタリティ
ー[hospitalit」

① 親切なもて
なし。②受容
力。柔軟性。
(p.555)

松村明編『大辞

林』三省 堂 、
10月 、 第 3

版)

ホスピタリティ

【hospitality】

丁 重 な もて な

し。また、もな

しの心。

(p.2379)

「サー ビス」の領域

であるとすると、「ホ

スピタ リティ」はこ

れに高質感、高級感

を与える付加価値を

含んだ領域である。
つま り、ホスピタ リ

ティ常にサー ビスを

内包する。 (p.152)

峰岸智行 「製造業に

おける日本文化 とホ

スピタリティ」

ホス ピタ リティと

は、思いや り、心遣

い、親切心、心か ら

のお もてな しのこと

であ り、あらゆる物

事を心や気持ちで受

け止め、心や気持 ち

か ら行動することで

ある。また、ホスピ

タリティは、サー ビ

スの原点であると同

時に、人間社会で一

番大切な豊かさ、温

かさ、楽 しさ、明る

さ、 くつろぎ、和や

かさといった環境づ

くりの基本 となるも
のである。 (p.200)

林 田正光『 ホスピタ

リティの教科書』 (1

月)

ホス ピタリテ ィと

は 「心のこもったお

もてない」であ り、
ホス ピタリティを身

につけるには、試行

錯誤を経て 自分流を

みつけることが必要

と、定義 しました。

もちろん、これは

あくまでも私の定義
です。 (p.28)

なぜ、はっきりと

定 義 した か とい う

と、 日本ではホスピ

タ リティが 「優 しく
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こと、異邦人を歓

待すること、相互

に扶助すること、

要するにホスピタ

リティー (あ るが

ままに他人を迎え

ること)こ そ現代
の倫 理 で あ る。

(p.1033)

ホスピタリティー

1lospitality

歓待 と訳す。近代

以前の諸社会には

異邦人 と旅人を、

その身分や資格を

問わないで、食事

を提供 し、 ときに

は路銀を渡 してね

ぎらう慣行が長 く

続いてきた。近代

に入ると、異邦人

歓待は国際法的意

味を持ち始め、外

国人の訪問権 とな

る。異邦人は訪問

する国で不法な行

為をしないかぎり

滞在することが許

される。それは政

治的亡命の権利 と

もなった。政治的

であろ うと経済的

であろ うと、莫大

な数の難民が発生

して い る現 在 で

は、身分 と資格を

問わないで難民を

受け入れることを

ホスピタリティー

とい う。昔の自然

発生的慣習はいま

や不可欠の国際法

的意味を持ちはじ

めているし、それ

なしには難民を救

済する道はない。

(p.1033)

信 達 郎 、JOM・

接する」 とい うよ う

な曖味な意味で語 ら

れていることが多い

からです。「そ うか、

お客様には優 しく接

す れ ば い い ん だ 」
と、表面上の意味だ

け理解 されると困る

からです。

欧米でいるホスピ

タ リティは、主に三

つの要素が挙げ られ

ます。

① Saおty 安全で

あること

② Courtesy心 くば

りがあること

③ Amenity 快適
であること (pp.28‐

29)

服部勝人『 ホスピタ

リティ・マネジメン

ト学原論 新概念とし

て の フ レ ー ム ワ ー

ク』(丸善出版、 1
月 )

五十嵐元一『 マーケ

ティングにおけるホ
スピタリティの機能

と役 割 に関す る研

究』授与大学名 :北

海学園大学/授与年

月日:3月 31日 /
博士 (経営学)

大阪観光大学 (4月 )

※大阪明浄大学の名

称変更

松本大学総合経営学

部観光ホスピタリテ

ィ学科 (4月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 18

年版』 (国立印刷局、
8月 )

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

山本哲士『 ホスピタ

リティ原論 哲学 と
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Vardama編 「カ タ

カ ナ 語 0欧 文 略

語」

ホス ピタ リテ ィ一ヽ

[hospitality]

①歓待。親切なも
てな し。②受容
力 。 柔 軟 性 。
(p.1289)

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 0

カ タカナ語 ・ 略

語」
ホスピタリティー

[hospitality]も
て な し、歓 待。

(p.1206)

経済の新設計』 (新曜

社、11月 )

『 イ ン ド=ヨ ーロ

ッパ諸制度語彙集』
の な か で 、 エ ミー

ル 0バ ンヴェニス ト

は 「ホ ス ピタ リテ

ィ」を 「経済」の稿
の中であつかってい

る。「贈与・交換」と
「義務」の間に、お

スピタ リティはおか

れている。
Hospesと は 「客を

もてなす主人」、そし

て hostisは 「敵」を

意味する。「好ましい

他所者→客人」であ

り、「敵対する他所者
→敵」 とい う≪他所

者、敵、客人 ≫が、
これ らの関係 を示 し

て い る。 しか も、
hostisはたんなる他

所者ではなく、ロー

マ市民たちと同等の

権利 を認められた他

所者である。そ こか

ら、「互酬関係にある

者」が hostisの 意味

になる。
ジャック・デ リダ

は『 ホスピタリティ

について』の書のな

かで、 この hostis に

着 日して、ホス ピタ

リティが、敵をむか

えいれ る点をとくに

強調 している。つま

り、なぜ敵か とい う

と、主人がもってい

ないもの、 (非在)を
もちこむため、主人
の権威 な リパ ワーを

危 うくさせ るとい う
こ とだ。 した が っ

て、訪れた者は、戸
の前で 「わた しは主
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人を殺 しません」 と

宣 して入って くる。

うけいれ る方は、そ
の宣誓を信 じて、そ
のかわ り歓待す ると
いうことだ。

hostilit6 とは、「敵

意」である。そ して

hostipitalit6 は 「敵

意の歓待」を意味す

る。Hosti‐ pet‐ とは、
「す ぐれて異人歓待

を具現する者」であ

る。つま り、異なる

言語をもち、わか ら

ない言葉を話す人、

異質な文化や情報を

もちこむ人である。
ホ ス ピタ リテ ィ

で、本質的に大事な

ことは、「友」や 「知

人」を迎え入れ るこ

とではない。「敵」
「異人」「他所者」を

迎え入れることなの

スゴ。 (p.243)
ホスピタ リテ ィの

最 も基本は。ひ とり

ひ とりによって対応

が違 うとい うことで

ある。人ひ とりひ と

りの個性があ り、生

活の仕方が違 うよ う

に、相手への対応は

替わって しかるべき

である。何を欲 して

いるか、何をして欲

しいのかは人によっ

て、また正確には場

に よ つ て違 っ て く

る。 こんな当た り前

のことがなされない

のは、それをいちい

ちやっていたな ら、

煩雑にな り効率がわ

るくなるとみな され

て い る か ら だ 。

(p.357)

54



2007 『 現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

テ ィ ン グの 基 礎

語」「ホス ピタ リ

ア   イ   ~
(hospitality)

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital(病 院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospittlia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を提

供 される細かな要

素の集合 としてで

はなく、まとま り

のある一体のもの

として評価する。

例えばホテルなら

ば接客、食事、パ

ブ リックスペース

の快適 さなどをひ

とつのまとま りと

して滞在 したホテ

ルの評価を下す。
したがって、企業

はすみずみまで配

慮の行き届いたも

てなしで顧客に応

対 す る必 要 が あ

る。 (p.645)

綜合社編『 情報 。

知識 imidas』 (集

英社、1月 )

麻生博之 。今村仁

司 「哲学/現代思

想」のうち

倫理 ethicの 一部
こうして現代倫理

思想は、一見古そ

うにみえる贈与原

観光立国推進基本法

(1月 )では 「ホスピ

タリティ」 とい う表

現ない。

国土交通省編『観光

白書 平成 19年版』

(昭 和情 報 プ ロセ

ス、7月 )

「ホスピタリティ」
への言及ない。
一般社団法人ホスピ

タリティ機構 (7月 )

エイブラハム 0ピザ
ム監修/ピーター 0

ハ リス他 編 /中 村

清 0山 口祐司日本語

版監修『 ホスピタリ

ティマネジメン ト事

典』 (産業調査会事典

出版センター、7月 )

※以 下 の項 目が あ

る。
ホスピタリティ/ツ
ー リズムの価格設定

実務、ホスピタリテ

ィマネジメン トmホ
スピタリティと観光
への適用、ホスピタ

リティにおける市場

細分化、ホスピタリ

ティ流通用語 と頭文

字

※ 「ホス ピタ リテ

ィ」 の定義 等 は な
い。

鎌田賞『超ホスピタ

リティ ーおもてなし

のこころが、あなた
の人 生 を変 え る』

(PHP研究所、
7月 )

杉原淳子『 ホスピタ

リティ 0マ ーケティ
ングー感性ゆたかな

ホテルを創る』 (嵯峨

野書院、9月 )

前田勇編『 現代観光
とホスピタリティー
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理を倫理内奥にし

ようとしている。

弱いものを助ける

こと、異邦人を歓

待すること、相互

に扶助すること、

要するにホスピタ

リティー (あ るが

ままに他人を迎え

ること)こ そ、現

代の倫理である。

(p.1018)

ホスピタリティ一ヽ

見出し語なし。

信達郎、JoM・
Vardama編 「カタ

カ ナ 語・ 欧 文 略

語」
ホスピタリティ一ヽ

[hospitality] ①

歓待。親切なもて

な し。②受容力。

柔 軟 性 。

(p.1288)

以 降 は休 刊 とな

り、インターネッ

ト百科辞典として

継続。

『朝 日現代用語知

恵蔵』 (朝 日新聞

社、1月 )

河合伸 「外来語 。

カ タカナ語 。略

語」
ホスピタリティー

[hospitalit」 も て

な し 、 歓 待 。
(p.1144)

以降はインターネ

ッ ト(D kotobank

中の朝 日現代用語

知恵蔵 mi面 として

継続。

サー ビス理論か らの

アプ ローチ』 (学 文

社、11月 )

近 藤 隆 雄『 サ ー ビ

ス・マネジメン ト入

門一ものづ くりか ら

価値づ くりの視点ヘ

ー』 (生産性出版、12

月、第 3版 )

日本独特のホスピタ

リティ概念

わが国にサー ビスを

扱った経営書や専門

書で しば しば取 り上

げられ るが、欧米で

はほとん ど登場 しな

いが 「ホスピタ リテ

ィ」 とい う言葉であ

る。 わ が 国 で は普

通、「もてなしの態度

や姿勢」の意味で使

われ る。ホスピタ リ

ティとい うと言葉そ
の もの は英 語 で あ

り、「客への歓待」と

い う意味でも普通使

われ る。 しか し欧米
のサー ビス 。マネジ

メン トの分野で、こ

のホスピタ リティそ

のものが研究対象 と

して取 り上げられた

こ とは ほ とん どな

い。欧米では、ホス

ピタ リティ・ インダ
ス トリー とは、「飲

む、食 う、泊まる」

を提供する飲食業 と

ホテル業を意味 し、

ホスピタリティ・マ

ネジメン トとはそれ

らの産業の経営を意

味す るもの として定

着 し て い る 。

(p.182)

サー ビスは提供者 と

顧 客 との間の相互作

用 の活動であって、
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その活動が顧客に何

らかの価値 を付与す

るものだ。サー ビス

が活 動 で あ るた め

に、顧客はその結果

としての価値 ととも

に活動の過程 も経験

し、両方が顧客の評

価の対象 となって満

足感 に影響す る。そ

こで過程品質 とい う

概念が成立す る。一

方、ホスピタ リティ

は、サー ビス提供者
の活動にあたって顧

客に対する態度や姿

勢のある特殊な型 を

意味す るものと考え

られ る。 した が っ

て、過程品質が最 も

上位概念で、それを

左右す る可能性 を持
つ要因が態度変数で

ある。そ してホスピ

タリティはその態度
の一種 とい う整理が

できる。 (p.183)

ホ ス ピタ リテ ィ と

は、繰 り返せば、特

定の価値 を生産 し、

相手に渡 してい くと

い うサー ビス過程に

おける、提供者の、

主に 「態度」お よび

その基礎 となる 「姿

勢」の問題である。

本書でこれまで述べ

てきたのは、特定の

サ ー ビス提 供 場 面

で 、相 手 へ の 「安
心」、「自尊」、「公

平」の原則 を守った

態度を取ることがで

きれば、相手に対 し

て、少なくとも良好
な態度を保持 しなが

ら、価値生産部分の

サー ビス提供ができ
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る とい うこ とで あ

る。 こ うした考え方

は、サー ビス提供の

仕組み として、ある

品質水準のサー ビス

を提供 し続けるため

には不可欠なことで

ある。 (p。 104)

2008 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 用語の

解説」「ホスピタ

リ テ  ィ ー

[hospitality]

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital(病 i院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

言吾 hospittlia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を提

供 される細かな要

素の集合 としてで

はなく、まとま り

のある一体のもの

として評価する。

例えばホテルなら

ば接客、食事、パ

ブ リックスペース

の快適 さなどをひ

とつのまとま りと

して滞在 したホテ

ルの評価を下す。

したがって、企業

はすみずみまで配

慮の行き届いたも

てなしで顧客に応

対す る必 要 が あ

る。 (p.707)

『情報・知識&オ
ピニオン imidas』

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、1月 、第 6

版)

ホスピタリティ

【hospitality】

客を親切にもて

なす こ と。 ま

た、もてなす気

姜「。(p.2588)

学研辞典編集部

編『最新第七版
カタカナ新語辞

典』 (学習研究

社、11月 )

ホスピタリティ
ー [hospitalit」

厚 遇 。 も て な

し。

社団法人日本観光協
会編『観光実践ハン

ドブック』 (丸善、1

月)

菅原由美子 「(1)ホ
ス ピ タ リテ ィ の 意

味」

“ホ ス ピタ リテ ィ

(hospitalitプ 'と は、

旅人な どを歓待す る

とい う意味もち、ホ

テルの語源である“ホ

ス  ピ  タ  ル

(hospital)"に 由来

するものである。

地域住民が観光に

かかわるきっかけと

なった代表的 もの と

しては、よそものに

宿 を提供す る。いま

でい うところの民泊
があげ られ る。 “民

泊"と い う形でよそも
のに宿 を提供 し、そ

の対価 を得 る うつに

こ れ を 生 業 (

な りわい)と す るも
のが現れ、これが今

日のホテルのは じま

りとなる。“ホテル"

とい う言葉は、ラテ

ン語 の hospes(客
人、お客の意)に 由

来す るもので、紀元

前 10世紀の古代ギリ

シャ時代 ごろか ら宿

泊所 とい う意味で使

われ るようになった

といわれている。英

語の“hoter'は 、 フラ
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(3月 )

「時事用語事典」
のうち

今村仁司

ホスピタリティー

[1lospitality]

歓待 と訳す。近代

以前の諸社会には

異邦人や旅人を、

その身分や資格を

問わないで、食事

を提供 し、 ときに

は路銀を渡 してね

ぎらう慣行が長 く

続いてきた。近代

に入ると、異邦人

歓待は国際法的意

味を持ち始め、外

国人の訪問権 とな

る。異邦人は訪問

す る国で不法な行

為をしないかぎり

滞在することが許

される。それは政

治的亡命の権利 と

もなった。政治的

であろうと、経済

的であろ うと、莫

大な数の難民が発

生 している現在で

は、身分 と資格を

問わないで難民を

受け入れることを

ホスピタ リティー

とい う。昔の自然

発生的慣習はいま

や不可欠の国際法

的意味を持ち始め

ているし、それな

しには難民を救済

する道はない。

(イ ンターネ ッ
ト)

ン語の“hoster'を語源

とし、巡礼者や参拝

者、旅人のための宿

泊所を指す もの とさ

れていた。なお、こ

α)“hotel''は 、 ′後:に う1≦

礼者、病人、貧困者

な どの世話 をす る

“hospital(病 1院 )''と 、

宿場町や交通の要衝

にある宿泊施設 とい

う現在α)“hOtel"と に

分かれていった もの

である。

この巡礼者のため

の宿泊所 とい う意味

では、 日本の四国人

十人か所めぐりにお

ける善根宿が該 当す

る。 この“善根宿"と

は、四国人十人か所

をめぐるお遍路さ

んに、民家を宿 とし

て 提 供 す る も の

で,“ 善根、とは、 よ

い行いをすれば報わ

れるとい う意味をも
っ て い る。 四 国 で

は、お遍路 さんに対

してお茶やお菓子を

振 る舞 う“お接待"と

い うことも行われて

いる。 しかし,近年、

四国人十人か所めぐ

りが団体 ッアー等の

対象 として商業観光

化が進むにつれ、こ

うしたホスピタ リテ

ィあふれ る風習 も次

第に衰退の傾向にあ

る。 (pp.666‐ 667)

山上徹『ホスピタリ
ティ精神の深化一お
もてなし文化の創造
に向けて―』 (法律文
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化社、2月 )

立教大学観光研究所
編『ホスピタリティ
マネジメント』 (有斐
閣 アカデ ミア、 2

月)

黄女玲『 ホスピタ リ

テ ィ産業に対応す る

日本語教育の試み :待

遇表現の理解 と使用

を中心に』

授与大学名 :大阪大

学/授与年月 日 : 3
月 25日 /博士 (言語
文化学)

神戸海星女子学院大

学現代人間学部観光
ホスピタリティ学科

(4月 )

大阪学院大学経営学

部ホスピタリティ経

営学科 (4月 )

服部勝人『 ホスピタ

リティ学のすすめ』
(丸善、5月 )

ここでキーワー ドと

なるのが、「対等とな

るにふ さわしい」で

あるが、「ホスピタリ

テ ィ (hospitality)」

の主要 な語源 である

hospes は 、 ホ ス ト

(host)0グ ス ト

(guest)の 両者の意

味を含み、ホス トと

ゲス トが同一の立場

に立つ態度を常に保
つ とい う意 味 が あ

る。 (p.117)

国土交通省編『観光

白書 平成 20年版』

(昭 和情報 プ ロセ

ス、7月 )

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

望月智行『 いのち輝

くホスピタ リティー

医療は究極のサービ
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ス業』 (サ ンクチュア

リ出版、9月 )

観光庁設立 (10月 )

2009 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 用語の

解説」「ホスピタ

リ テ  ィ ー

[hospLality]

暖 か くもて なす
心、歓待の精神。

も と も と は

hospital(病 院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospittlia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を、

個々の要素の集合

体 と して で は な

く、まとま りのあ

る全体像で評価す

る。例えばホテル

な らば接 客 、食

事、パブ リックス
ペースの快適 さな

どをひ とつのまと

ま りとして滞在 し

たホテルの評価を

下 す 。 した が っ

て、企業はすみず

みまで配慮の行き

届いたもてな しで

顧客に応対する必

要 が あ る 。

(p.297)

西尾実 。岩淵悦

太郎・水谷静夫

編『岩波国語辞

典 』 (岩 波 書

店、11月 、第 7

版)見出し語な

し。

「2020年オリンピッ

ク・パ ラリンピック

大会に向けて科学技

術イ ノベーシ ョンの

取 り組みに関す る輔
フォース」 (2月 )の
うち 「大会ホスピタ

リテ ィ (お もて な

し)」 として 「スマー

トホス ピタ リティ」

を提唱。

宮崎朋子『会員制ス

ポーツ施設における

ホスピタリティ・サ
ービスの概念モデル

構築』授与大学名 :

順天堂大学/授与年

月日 :3月 28日 /′博
士 (ス ポーツ健康科

学)

亜細亜大学経営学部

ホスピタ リティ 0マ

ネジメン ト学科 (4

月 )

松蔭大学観光文化研

究センター編『観光
キーワー ド事典一観

光文化への道標一』

(学陽書房、4月 )

白土健 「ホスピタリ

ティ」

一般 に 「お もてな

い (の心 )」 と訳 され

るが、相手 をお もい

や り、手厚 くもてな

す ことをい う。その

語源は、ラテン語の

ホ スペ ス (異 国 の

友・客人の保護者 )

で、その派生語が、
ホス ピタル、ホスピ

ス 、 ホ テ ル 、 ホ ス

ト、そ してホス ピタ

リ   テ   ィ

(hospitality)で あ
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る。サー ビスの語源
が、相手に隷属す る

者を意味するラテン

語か ら派生 している
のに対 し、ホス ピタ

リティとい う言葉に

は 「客を無条件で、

全力で守る」 とい う

意味が込められてい

る。

観 光 産 業 に とっ

て、このホスピタ リ

ティとい う概念は、

欠かす ことができな
い基本的な精神 とい

える。特に人的接客

サー ビスを提供す る

宿泊業や運輸業、旅

行業などの業種を総

称 して わ が 国 で は
「ホスピタ リティ産

業」 と呼んでいる。

また最近は、観光以

外の教育や医療・福

祉の分野でもホスピ

タ リティが重視 され

る よ うに な っ て い

る。
ホス ピタリティが

重視 され るようにな

ったのは、 日本の経

済社会が大きく変化

したことが作用 して

いる。戦後、わが国

では高度経済成長期

を経てバブル景気に

至るまで、人々はも
っぱ ら物質的豊か さ

を追求 してきた。大

量生産・大量消費が

経 済 成 長 を後 押 し

し、消費行動の個性

化 ・ 差別化が叫 |」:れ

るよ うになると、新

しい し ょ う商 品 が

次 々 と生 み 出 され

た。 しか しバブル崩

壊後の 21世紀を目前
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に控えた 1990年代に

入 り、物質的のみな

らず、精神的にも豊

かで快適な社会環境
の形成が叫ばれ るよ

うになってきた。 こ

のころか らホテルな

どの宿泊業を中心に
「ホスピタ リティ」

とい う概念が広まっ

た。利潤追求が前提

の企業においても、

企業の存在意義が、

人の役 に立つ こと、

人の幸せにつながる

ことに、ますます重

きが置かれ るように

なったのである。観

光業界は、特に人を

介 したサー ビスの提

供によつて成 り立っ

ている業界である。

例えば、東京デ ィズ

ニーラン ド (TDL)
では、「ホスピタリテ

ィ=お もてな し」を

最大のコンセプ トと

した経営を行い、毎

年多 くの入場を獲得

して
｀
いる。 TDL(の よ

うに 、相 手 を理 解

し、相手の立場 を思

いや り、心配 りがで

きる人事の育成が重

要である。経営の効

率化 を徹底的に進め

た としても、ホスピ

タリティ精神の感 じ

られ る商品やサー ビ

スを利用客に提供す

ることは、経営の必

須条件 ともいえる。
ホスピタ リティの精

神に欠ける企業は利

用客か らの支持や評

価 も得 られず、存在

意義を失って しま う
のである。ホスピタ
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リテ ィこそが、国家

や民族、宗教や文化
といった枠をも越 え

た概念 として、21世
紀にふ さわ しいす b

ての観光産業の基本

理念に据えられなけ

れ ば な ら な い 。

(p.151)

国土交通省観光庁編
『観光白書 平成 21

年版』(昭和情報プロ
セス、7月 )

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

加藤鉱,山 本哲士

『ホスピタリティの
正体』(ビジネス社、
6月 )

世の中には
｀
日本

語化 した外来語、が

浴れかえっている。
ここ数年で ぐっと幅

を利かせてきたのが
「ホスピタ リティ」

である。

残念なが ら、この

ホスピタ リティとい

う言葉は、あま り正

確に理解 されずに一

般化 されつつある。

市民権を得たかのよ

うに、ホスピタ リテ

ィといえば、「おもて

な し」「心酉己り」「サ

ー ビスの向上」な ど

と安易に使われてい

る。

確かに、ホスピタ

リティにあてはまる

言葉を 日本語で探 し

ても、なかなかみつ

からない。

わた したちは、古

典語や方言でホス ピ

タ リティに当たる言

葉がないか、専門家

や関係者たちに探 し
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てもらっている。た

とえ ば 、 久 留 米 で

は、「ほとめき」とい

う死語に近かった言

葉が見つかって、い

ま 「ほとめき」運動

が住民の間で起きて

いる。
一方、西欧言語の

もとになっていると

言 われ るイ ン ド=
ヨー ロッパ語でホス

ピタ リティの語源 を

探ると、実に明快か

つ根本的な意味が込

められていることが

わかる。
Hospitality は

Hospital(病 院 )と
いった Hosを含む言

葉 と深いかかわ りが

ある。「Ho」 は 「人

間」を、「sp」 は特別

な モ ノ」 を意 味 す

る 。 だ か ら 、

Hospitalityは特別な

人 とモノとのつなが

り、つまり、「愛」そ

のものを指す ともい

える。だが、実は、
「敵の歓待」こそが

Hospitality本来の意

味である。 (p.1‐ 2)

エイブラハム・ピザ
ム/中村清訳『ホス

ピタリティマネジメ
ント事典』産業調査

会事 典出版センタ
ー、7月 )

※Abraharn
Pizam,      edito■

五2ιαη′″
・
ο
"ノE2りι」θρθ晟′  〆

〃θψ
・
″力

・
″

」ル4L〕″′♂θ
“
θ
"洗

(Elsewier,2005)の翻

訳。

林田正光『リッツ 0
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カール トン元支配人
が学んだ一流のホス

ピタ リティ心得―マ

ニュアルではなく体

験で身につける大事

なこと』(こ う書房、
7月 )

力石寛夫編『勝てる
ホスピタリティの実

践』 (玉 川大学出版
部、8月 )

市川文彦・鶴田雅昭

編『観光の経営史―
ツー リズム・ ビジネ
ス とホ ス ピタ リテ

ィ・ ビジネス』関西

学院大学出版会、10

月)

2010 『現代用語の基礎
知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 用語の

解説」「ホスピタ

リ テ  ィ ー

[1lospitality]

暖 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital (病 院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospiぬlia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を、

個々の要素の集合

体 と して で は な

く、まとま りのあ

る全体像で評価す

る。例えばホテル

な らば接 客 、食

事、パブ リックス

ペースの快適 さな

どをひ とつのまと

ま りとして滞在 し

三省堂編修所編

『 コンサイスカ

タカナ語辞典』

(三 省 堂 、 2

月、第 4版)

ホスピタリティ
ーー [hospitality
<ラ hospitalis

(客 扱 い の よ

い)]旅 行者や

客を親切にもて

なす こ と。 歓

待。 (現 )

(p。 1041)

北原保雄編『明

鏡 国語辞典』
(大修館書店、
10月 、第2版 )

ホスピタリティ
心のこもったも
てなし。また、

もてなしの心。
(p.1609)

折戸晴雄編『 レス ト

ラン・ホテルの挑戦

―ホスピタリティ 。

マネジメント』 (玉川

大学出版部、3月 )

人 とホスピタリティ

研究所 (4月 )

経済産業省商務情報

政策局サービス産業

課『 ホ ス ピタ リテ

ィ・マネジメン ト高

度経営人材育成開発

報告書』 (経済産業省

商務情報政策局サー

ビス産業課、3月 )

四方啓暉『 リッツ・

カール トンの究極の

ホスピタリティ』 (河

出書房新社、5月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 22

年版』 (日 経印刷 、
7月 )

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

小松 田勝『 ディズニ

ーラン ドのホスピタ

リティー世界一のア

ルバイ トは どのよ う

に して 生 まれ た の
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たホテルの評価を

下 す 。 した が っ

て、企業はすみず

みまで配慮の行き

届いたもてなしで

顧客に応対する必

要 が あ る 。

(p.343)

か』 (長 崎出版、8

月 )

山本哲士編『 ホスピ

タリティ講義 (レ ク

チャー)一ホスピタ

リティ・デザインと

文化資本経済 (ビ ジ

ネス)一芸大講義十

講演集』 (文化科学高

等研究院出版局、9

月)

2011 『現代用語の基礎
知識』(1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング 用語の

解説」「ホスピタ

リ テ  ィ ー

[hospitalit」

温 か くもて なす
心、歓待の精神。

も と も と は
hospital (病 院、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospiぬ lia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を、

個々の要素の集合

体 と して で は な

く、まとま りのあ

る全体像で評価す

る。例えばホテル

な らば接 客 、食

事、パブ リックス
ペースの快適 さな

どをひ とつのまと

ま りとして滞在 し

たホテルの評価を

下す 。 した が っ

て、企業はすみず

みまで配慮の行き

届いたもてなしで

顧客に応対する必

要 が あ る 。

芳賀靖彦編『用

例でわかるカタ

カナ新語辞典』

学研教育出版、
7月 、改訂第 3

版)

ホスピタリティ

[hospitalit]

厚 遇 。 も て な

し。温かくもて

なす誠意。☆高

級ホテルさなが

らのホスピタリ

ティをセールス

ポイ ン トとす

る。 (GetNavi
PREMINUM
2006.1)(p.623)

澤『李寧『観光教育に
ついての一試論 :ホ ス

ピタリティ教育の視

点 か ら』授 与 大 学

名 :流 通経済大学/
授与・年月日: 3月 20

日/博士 (社会学)

宮城博文『 ホスピタ

リティ産業の形成に

おけるデスティネー

ションの発展 :沖縄

県 におけるホテル業
の集積の経緯,及びサ
ービス・ コンセプ ト

提 供 の実現 を中心

に』授与大学名 :立

命館大学/授与年月

日 :2011年 3月 31

日/博士 (経営学)

サービス&ホ スピタ

リティ・マネジメン

ト研究グループ/徳
江順一郎編『サービ

ス &ホ ス ピタ リテ

ィ・マネジメン ト』

(産 業能率大学出版

部、 3月 )

水野紀男『 ホスピタ

リティ 。マネジメン

トーホスピタリティ
による苦情・不祥事

防止から顧客満足経

営まで』(IoLoNコ
ンサルティング、 3

月、改訂増補版)

安村克己他編『 よく
わかる観光社会学』
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(p.585) (ミ ネルヴァ書房、4

月)

堀野正人 「ホスピタ

リティ」

わが国でもホスピ

タ  リ  テ  ィ

(hospitality) とい

う言葉が市民権を得
てきた。ホテル、飲

食な どの接客対応 を

要す る産業だけでな

く、福祉、医療な ど

の領域や地域の住民

にさえもホスピタ リ

ティの重要性が説か

れている。ホス ピタ

リティの語源は、客

人歓待 を意味す るラ

テ ン語 の ホ ス ペ ス

(hospes)に 由 来

し、キ リス ト教では
「隣人を愛せ よ」 と

い う慈悲の心を根底

に据えた言葉 として

用いれてきた。 この

場合のホスピタ リテ

ィは経済的利益や報

酬を期待するもので

はない し、商品でも

ない。

日本では 「手厚い

お もてな し」 とい う

言 葉 に翻 訳 され る

が、研究の領域では

より幅広 く、 日常的

な場面での人間関係
の調整原理 と考えら

れている。ホスピタ

リティの基本的性格

として、自発的、個

別性、非営利性、非

作為性 といったもの

が 挙 げ られ る。 ま

た、ホスピタリティ

は主体による一方向

の行為ではなく、受

け手である客体 もそ

れに応 えて感謝の意
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を表 し、両者 の双方

向の行為のなか につ

くられ る持続 的関係

だ とされ る。 この点

で、奴隷 を意味す る

ラテ ン語 のセルバ ス

(seⅣus)に 由来す

る サ  ー  ビ ス

(seⅣice)が 、 権

利 0義務的な主従 関

係 を基本 においた一

方 向の行為 であるこ

とと対照的である。

(p.158)

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 23

年版』 (日 経印刷、8

月)

「ホスピタ リティ」
への言及ない。

鎌田賞『たつた 1つ
変われば うまくい く

一生き方の ヒン ト幸

せのコツ』 (集英社文

庫 、集英社、11月 )

※『超ホスピタリテ

ィ』 (2007年干1)σ)カロ

筆 0修正、改題。

福島文二郎『9割がバ

イ トでも最高の感動
が生まれるディズニ

ー の ホ ス ピタ リテ

ィ』 (中 経出版、 11

月)

2012 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ
ティング」「ホス

ピ タ リ テ ィ ー

[ll(ospitality]

温 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital (病 院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

語 hospittlia (主

松村明編『大辞

泉』 (小学館、
11月 、第2版 )

ホスピタリティ
ー ①心のこも
ったもてなし。
手厚 い もてな

し。歓待 の精

神。 ②異人歓

待。(p.3352)

岸田さだ子 「ホスピ

タリティ概念の類型

化 と現代 的意 義 」

(『 甲南女子大学研究

紀要』 文 学 。文化

編、第 48巻、3月 )

精神重視派、行為重

視 派 、 関係 重視 派
(pp.33‐ 34)

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 24

年版』 (日 経印刷、7

月)

「ホス ピタ リテ ィ」
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人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を、

個々の要素の集合

体 と して で は な

く、まとま りのあ

る全体像で評価す

る。例えばホテル

な らば接 客 、食

事、パブ リックス
ペースの快適 さな

どをひとつのまと

ま りとして滞在 し

たホテルの評価を

下す 。 した が っ

て、企業はすみず

みまで配慮の行き

届いたもてなしで

顧客に応対する必

要 が あ る 。

(p.516)

への言及ない。
吉岡勉『 ホスピタリ
ティ戦略会計 :ホテル

産業における戦略会
計に関する研究』 授
与大学名 :亜細亜大

学/授与年月 日 :9
月 30日 /博士(経営

学)

徳江順一郎『 ホスピ

タリティ・マネジメ
ント』 (同文館出版、
9月 )

2013 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング」「ホス

ピ タ リ テ ィ ー

[hospitalit」

温 か く もて なす

心、歓待の精神。

も と も と は

hospital (サ 1茜il院 、

慈善施設)か らの

派生語であるが、

源流は後期ラテン

言吾 hospittlia (主

人が客を接待する

場所 =来客用の大

きな家)に 由来 し

ている。消費者は

サービス商品を、

個々の要素の集合

体 と して で は な

く、まとま りのあ

る全体像で評価す

る。例えばホテル

な らば接 客 、食

中根貢『ザ・ホスピ

タリティ』 (産業能率

大学出版部、2月 )

●相手を受け入れる
●主客同一 ●相手の期

待、願望を予測する
●一期一会 ・ 情報創

造、価値創造を行 う
●Well Being ●相 :互

性(p.10
まず、ホスピタリ

ティは、どのような

相手も無条件で受け

入れることがベース

となる。

受け入れの姿勢は
「平等に」が原則で

ある。 (p.19)
・・。「平等に」とい う

考え方は、お互いに

優劣 0上下のない主

客同一関係 とい う相

互性の意味を持って

いる。 (p.21)

宮城博文『 沖縄観光
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事、パブ リックス
ペースの快適 さな

どをひ とつのまと

ま りとして滞在 し

たホテルの評価を

下 す 。 した が っ

て、企業はすみず

みまで配慮の行き

届いたもてなしで

顧客に応対する必

要 が あ る 。

(p.587)

とホスピタリティ産

業』 (晃 洋 書房 、 2

月)

サーービス&ホ スピタ

リティ・マネジメン

ト研究グループ/徳
江順一郎編『サービ
ス&ホ スピタリティ・
マネジメント』 (産業
能率大学出版部、3

月)

「2 サー ビス/ホ
スピタ リティの語源

と歴史」のうち

ホスピタリティはそ

もそも、異邦人を歓

待 した ところにその

根源があるとい う。

遠い異国か ら来た見

知 らぬ 人 を もて な

し、時には病を癒す

手助 けをし、そ して

また旅に出 られ るお

うにする、 とい うこ

とである。

現代で似た事例 を

探す と、他国でのホ

ームスティなどはこ

のいい例であろ う。
ホームステイは、場

合によってフィー も

支 払 われ る とい う

が、原則は無料で、

異国の人間に一定期

間の寝食 を提供す る

ものである。 こうし

た行為は、提供側か

らすれば、無料 どこ

ろかむ しろ 「持 ち出

し」になって しま う
ことも少なくない。

それでは、なぜ異

邦人を歓待するので

あろ うか。 これは豊

かになった と言われ

る現代特有の現象で

はな く、古代か ら連

綿 と続いているもの
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である。

そもそものホスピ

タ リティは、人類の

歴史 とともに存在 し

てきたよ うである。
ホスピタ リティは、

根源的には、人類が

共同体を形成す るプ
ロセスにおいて、そ
の共同で生活 してな
い外か らの来訪者 を

歓待 し、休息の場や

食事、あるいは衣類
といった、生活に必

要な諸要素を提供す

る異人歓待の風習に

まで遡 るとい う。 自

分たちのテ リトリー

を意識 した場合、テ

リ トリー外か らの来

訪者に対 して敵対す

るだけでなく、歓待

す るとい う方向性で

の対応が生 じたこと

は興味深い。
このよ うなテ リト

リーは、「家」の単位
か ら始 ま り、「親

族 」、「む ら」、「ま

ち」 と発展 し、 さら

に近代社会において

は、「都市」や 「国

家」へ と発展す るこ

ととなった。 こ うし

たテ リ トリー概念の

発展 とともに、ホス

ピタ リテ ィ も発 展

し、市民間の、すな

わち人 と人 とのホス

ピタ リティか ら、産

業 としてのホスピタ

リティヘ と変化 して

きた。 こうした事実

は古代のさまざまな

伝説や逸話、そ して

神話の中に、共同体

内外の人間における

関係性に関する記述
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が多 く見 られ ること

か らも裏 付 け られ

る。
つま り、 日常の生

活 とは異なる環境か

ら来た人間 との触れ

合いは、それだけで

も一定の意味をなす

ものであ り、歴史的

にはそれ以上の価値

も付加 されてきたも

の と考 え られ る。

(p.10)

そ して も う 1つ
は、前 に も触 れ た
「情報的ホスピタリ

ティ観」 とでもい う
べきもので、ホスピ

タリティが社会を幸

福にする、ホスピタ

リティによって何も
かもうまくいく、と

いった主張があては

まる。 (p.13)

ソーーシャル・ホスピ

タリティ研究グルー

プ 0徳 江順 一 郎編

『 ソーシャル 0ホ ス

ピタリティ』 (産業能

率大学出版部、3月 )

徳江順一郎『 ソーシ

ャル・ホスピタリテ

ィ』 (産業能率大学出

版部、 4月 )

青木 義英・ 神 田孝

治 。吉田道代編『 ホ
スピタリティ入門』

(新曜社、4月 )

神田孝治 「序章 ホ
スピタリティとは」

英語の hospltality

の語源は、「客」、「旅

人」、「異邦人」、「客
をもてなす主人」 と
いった意味をもつラ
テン語 hospesか ら発
生した hospitalisで

す。、の hOspltalis

73



は、来訪者を歓待す

ることを意味すてい

ます。そのため

hospitalityと は、 外
か らの来訪者を迎え

入れ る歓待を指 し示

す用語であるといえ

ます。「ホスピタリテ

ィ 」 と は こ の

hospitalityを 片仮名

に したものですが、

本書ではそれを 「歓

待」を意味す る語 と

して使用することに

します。 (p.1)

… ホ ス ピタ リテ ィ

は、社会的には私的

にも意味があるもの

で した。た とえば古

代ギ リシャの哲学者

ア リス トテ レスは、
ホスピタリティを賢

人の徳のひ とつに数

えています。ホス ピ

タ リテ ィは富を用い

るもっともよい方法

であ り、その出費の

大きさによって偉大

さを示す ことができ

るとい うのです。そ

して豪華なホスピタ

リティの実践は、見

せび らか しのための

もの とな り、競争心

が煽 り立て られてい

ったのです。またこ

のように来訪者 を歓

待す ることは、外部
の新 しい知識 を手に

入れ、 自らの社会が

小 さく停滞 したもの

にな らないためにも

必要なことで した。

そ もそ も外 来 の 客

は、潜在的に敵にな

る可能性を有 してい

ますか ら、ホスピタ

リティにより危険を
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祓 うことは大きな意

味があるのです。特

に古代ギ リシャの時

代には、重要な役割

をはた したのです。

(p.2)

徳江順一郎『 ホテル

経営概論― トライア

ド・モデルでとらえ

るホスピタリティ産

業論』 (同文舘出版、
5月 )

高野登『 リッツ・カ
ール トン 至高のホ

スピタリティ』 (角 川

書店、5月 )

吉村文雄『 ホスピタ

リティ産業の戦略 と

会計一サービス管理
の シ ステ ム情報 戦

略』 (森 山書店 、 6

月)

国土交通省観光庁編
『観光白書 平成 25

年版』(昭和情報プロ
セス、7月 )

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及ない。

滝川 ク リステル 「お

もてな し」 (国際オ リ

ン ピック委員会 の第

125次 10C倉 :」干ll、 9月

7日 )

2020年東京オ リンピ

ック・ パ ラ リン ピッ

ク開催決定 (9月 8

日)

2014 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ
ティング」のうち
ホスピタリティー

[hospitality]温 か

くもてなす心、歓

待 の 精 神 。
「 hospital ( 病

院 、慈 善施 設 )」

か らの派生語 であ

見坊豪紀編『三

省堂国語辞典』
(三省堂、1月 、

第 7版 )

ホスピタリティ
ー 旅行者や客
を親切にもてな

すこと。歓待。
(p.1421)

三省堂編修所編

『見やすいカタ

窪山哲雄『 ホスピタ

リティ・マーケテ ィ
ングの教科書― 「生

涯顧客」を創造す る

最 強 の ブ ラ ン ド戦

略』(有楽出版社、2

月 )

Anel   lB,agadayeva

『公共サービスにお
けるホスピタリティ :

JR改革を事例に』
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るが、源流は後期

ラ テ  ン 語
「hospitalia(:主 1人

が客を接待する場

所 =来客用の大き

な家)に 由来する。

消費者は提供 され

るサ ー ビス商 品

を、個々の要素の

集合体 としてでは

なく、まとまりの

ある全体像で評価

する。例えば、ホ

テルならば接客、

食事、パブ リック
スペースの快適 さ

などの全体像で滞

在 したホテルの評

価を下す。 したが

って、企業は配慮

がすみずみまで行

き届いたもてな し

で顧客に応対する

必 要 が あ る 。

(p.508)

カナ新語辞典』
(三 省 堂 、 9

月)

ホスピタリティ

【hospitality】

丁重 な もてな

し。また、もて

な す 心 。
(p.674)

授与大学名 :広島大

学/授与年月 日 : 3
月 23日 /博士(学術)

牧和生『サブカルチ

ャーにおけるダイナ

ミズムとホスピタリ
ティ』授与大学名 :

青山学院大学/出版
年月 日等 :3月 25日
/博士(経済学)

王文娼 「「ホスピタリ

ティ」概念の受容 と

変容」 (『 広島大学マ

ネジメン ト研究』第
15巻、広島大学マネ
ジメント学会、3月 )

(pp.47‐ 63)

王文娼 「「ホスピタリ

ティ」概念の受容 と

変容 」 (『広島大学マ

ネジメント研究』第
15巻、広島大学マネ
ジメント学会、3月 、
pp.47‐ 63)
「ホスピタ リティ」

は 「おもてなし」「親

切なもてな し」 とし

て理解 されることが

多い。勿論 「おもて

な し」の一部をも含

んだ言葉であること

は違いないが、「ホス

ピタ リティ」 とい う

概念を、語源の流れ

を見て分かるように,

多 くの派生語に関連

している。「おもてな

し」は 「ホスピタ リ

ティ」のもつ意味を

充 分 に表 現 で き な

い。 これは多 くの先

行研究にも言及 され

ている。ただ,日 本の

「もてなし文化」 と

新概念 としての 「ホ

スピタ リテイ」 とど

うい う関連性や伝承

性 が あ るか 、徳 江
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(2012)が指摘 したよ

うに,こ の訳語である
「お もて な し」 が
「情緒的ホスピタ リ

ティ観」に与える影

響があるか どうか、

あれば どのようにそ

の影 響 を解 読 す る

か ,、 といった一連の

問題がまだ解明 され

ていない。 これを今

後 の課 題 とす る。

(p.60)

※徳江 (2012)と は

徳江順一郎『 ホスピ

タリティ 0マ ネジメ
ント』 (同文館、2012

年 9月 )

徳江純一郎・長谷川

恵一他『数字でとら

れるホスピタリティ

会 計 &フ ァイ ナ ン

ス』 (産業能率大学出

版部、 4月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 26

年版』 (昭和情報プロ

セス、7月 )

「ホスピタリティ」
への言及ない。

吉原敬典編『 ホスピ

タリティマネジメン

トー活私利他の理論
と事例研究』 (白 桃書

房、7月 )吉原敬典
「ホスピタリティの

魅力について」
ホスピタリティ概

念のルーツであるホ
スペス

(Hospes)に 依拠す

ると、その意味す る

ところは下記の 3点
である。第一は、自

律性 を発揮する人間

は極 めて主体的な存

在だ とい うことであ

る。ホス トもゲス ト
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も自律的で自発的に

働 きかける主体であ

る。また、 自らの能

力を発揮 しようとす
る存 在 で あ る第 二

は、 自己利益の最大

化 を図 るの で は な

く、他者の利益を重

視す る考え方に基づ

いて他者 との共存可

能性 を探 る存在だ と
い うことである。そ
のためには、他者に

対 しての受容性がポ

イン トである。第二

は、人間は何かを達

しす るために誕生 し

存在 しているとい う
ことである。 もとも

と一人では限界多き

存在である人間がな

かば本能的に行 うこ

とといえば、他者 と

の信頼関係 を構築 し

て新たな価値を共有

す る こ とで あ る。

(p.24)

ホスピタリティ概

念は、人間が行 うす
べての活動領域にお

い て適 用 可 能 で あ

る。また、前述 した

属 性 分 析 に基 づ い

て、ホスピタテ ィに
ついては次のよ うに

定義 したところであ

る
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吉原敬典子編『 ホス

ピタリティマネジメ
ン ト 活私利他の理

論と事例研究』 (白 桃

書房、7月 )

David K. Hayes,
Allisha A.Miller/中

谷秀樹訳『 ホスピタ

リティー産業のレベ

ニュー・マネージメ

ント』 (流通経済大学

出版会、10月 )

徳江順一郎編『 ブラ

イダル・ ホスピタリ

テ ィ 0マ ネ ジ メ ン

ト』 (創 成社 、 11
月)

清水均/日 経 レス ト

ラン編『 ホスピタリ

ティマネジメン トー

人が集まる 。心をつ

かむ 。育ち、離れな
い :店長必携』 (日 経
BP社、 10月 )

JTB コー‐ポ レーートソ

リュ ー シ ョ ン ズ 編

『歓喜のホスピタリ

ティ 。マネジメン ト

ー 「おもてなし」大

国ニッポンが陥るサ
ービスの落 とし穴』

(ダイヤモンダ・ ビ

ジネス企画、12月 )

2015 『現代用語の基礎
知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ
ティング」のうち

ホスピタリティー

[hospitality]温 か

くもてなす心、歓

待 の 精 神 。
「 hospital ( 病

院 、慈 善施 設 )」

か らの派生語 であ

るが、源流 は後期

ラ  テ  ン  語
「hospittlia(:主 :人

小野正 弘他編

『三省堂現代新

国語辞典』 (三

省堂、1月 、第
5版 )

ホスピタリティ
ー [hospitalit」

親切にもてなす
こ と。歓待。

(p.1277)

中村徳次監修
『ポケット版外
来語新語辞典』
(4月 )

星野晴彦『社会駆サ
ービスとホスピタリ

ティー ドラッカーー理

論を踏まえて』 (相川

書房、2月 )

山ロー美『感動経験
を創るホスピタリテ

ィ・マネジメン ト』
(創成社、3月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 27

年版』 (日 経印刷、8

月)

「ホス ピタ リテ ィ」
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が客を接待する場

所 =来客用の大き

な家)に 由来する。

消費者は提供 され

るサ ー ビス 商 品

を、個々の要素の

集合体 としてでは

なく、まとま りの

ある全体像で評価

する。例えば、ホ

テルならば接客、

食事、客室や ロビ

ーの快適 さなどの

全体像で滞在 した

ホテルの評価を下

す。 したがって、

企業は配慮がすみ

ずみまで行き届い

たもてな しで顧客

に応対する必要が

ある。 (p.454)

ホスピタリティ
ー 歓待 ;も てな

し。(p.524)

への言及ない。

阿部佳『 お客様の ｀

気持ち、、を読み とく

仕事 コンシェルジュ

ーホス ピタリティの

プロを目指すあなた
へ』 (秀和システム、
8月 )

稲 田賢次 「ホス ピタ

リテ ィに関す る概念
の一考察―ホスピタ

リティ、サー ビスお

よび もてなしについ

て」 (『 龍谷大学経営

学論集』第 55巻第 1

号、10月 )

…異人歓待における

ポスピタ リティは宗

教的、社会的、倫理

的な義務 として考え

られ、普遍的な伝統

として意味を見出す
ことができる。ヨー

ロッパのホスピタ リ

ティ研究ではビジネ
スか らのアプローチ

が主体ではなく、「歓

待」 とい う共同体の

あ り方が神学、社会

学、人類学、哲学な

どのアプローチか ら

も研究されている。

(p.46)

日本 ホス ピタ リテ ィ

検定協会 (11月 )

2016 『現代用語の基礎

知識』 (1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング」のうち

ホスピタリティー

[hospitality]温 か

くもてなす心、歓

待 の 精 神 。
「 hospital ( 病

院 、慈 善施 設 )」

か らの派生語であ

るが、源流 は後期

ラ  テ  ン  語

林四郎監修『例

解新国語辞典』

(三省堂、1月 、

第 6版)

見出し語なし。

芳賀靖彦編『学

研現代標準国語

辞典』 (学研プ

ラス、 2月 、改

訂第 3版 )

見出し語なし。
土屋徹編『用例

でわかるカタカ

伊藤嘉博編『 サー ビ

ス・ リエンジニア リ
ングー顧客の感動を

呼ぶホスピタリティ

を低コス トで実現す

る』 (中 央経済社、 1

月)

今井真貴子『風土に

育まれた 日本旅館の

お もいや りに関す る

研究 :「ホスピタリ

ティ」 とい う言葉が

もつ 表 層 性 へ の 疑
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「hOspitalia(:主 :人

が客を接待する場

所 =来客用の大き

な家)に 由来する。

消費者は提供 され

るサ ー ビス 商 品

を、個々の要素の

集合体 としてでは

なく、まとま りの

ある全体像で評価

する。例えば、ホ

テルならば接客、

食事、客室や ロビ

ーの快適 さなどの

全体像で滞在 した

ホテルの評価を下

す。 したがって、

企業は配慮がすみ

ずみまで行き届い

たもてな しで顧客

に応対する必要が

ある。 (p.519)

ナ新 語辞 典 』

(学研プラス、

6月 、改訂第 4

版 )

ホスピタリティ
ー 厚遇。もて

なし。温かくも

て なす誠 意 。

(p.662)

芳賀靖彦編『 学

研 標 準 国 語 辞

典』 (学研プラ

ス、 12月 、改

訂第 3版 )

見出し語なし。

義』授与大学名 :同

志社大学/授与年月

日 : 3月 31日 /博
士 (政策科学)

西澤健次『 ホスピタ

リティと会計』 (国元

書房、 4月 )

榊原陽子『 医療機関
のホスピタリティ・

マネジメント』 (中外

医学社、4月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 28

年版』 (昭和情報プロ

セス、8月 )

「第Ⅲ部 平成 27年
度に講 じた施策」の

うち
「ホスピタ リティタ

クシー」 (p.139)

馬渕将平『 テクノホ
スピタリティを世界
ヘー断 トツナンバー

ワンヘの挑戦』 (ダイ

ヤモンド社、6月 )

徳江順一郎『 ホスピ

タリティ・デザイン

論 』 (創 成 社 、 7
月)

『 医療タイムス』 (特

集 :2016年度医療機

関アワー ド ホスピ

タリティ浴れる医療

社会を 医療機関を

直接患者が評価、第
2271号、医療タイム

ス社、9月 )

2017 『現代用語の基礎
知識』(1月 )

有馬賢治 「マーケ
ティング」のうち
ホスピタリティー

[1■ospitality]温 か

くもてなす心、歓

待 の 精 神 。
「 hospital ( 病

院、慈善施設 )」

か らの派生語であ

金田一春彦・金

田一秀穂編『学

研現代新国語辞

典』 (学研プラ
ス、12月 、改

訂第 6版 )

見出し語なし。

中里のぞみ 0紺野猷

邦『 ホスピタリティ
とホスピタリティマ

ネジメント これから
の ホスピタリティ経

営』 (パ レー ド、 2

月)

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 29

年版』 (昭和情報プロ
セス、9月 )
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るが、源流は後期

ラ テ  ン  語
「hospiぬlia(主 人

が客を接待する場

所 =来客用の大き

な家)に 由来する。

消費者は提供 され

るサ ー ビス 商 品

を、個々の要素の

集合体 としてでは

なく、まとま りの

ある全体像で評価

する。例えば、ホ

テルならば接客、

食事、客室や ロビ

ーの快適 さなどの

全体像で滞在 した

ホテルの評価を下

す。 したがって、

企業は配慮がすみ

ずみまで行き届い

たもてな しで顧客

に応対する必要が

あ る 。 (p.495¨

496)

「第Ⅲ部 平成 30年
度 に講 じよ うとす る

施策」の うち
「宿泊施設 のホス ピ

タ リテ ィ向上の ワー

ク シ ョ ッ プ 」

(p.201)

永田美江子『女子大

学における観光ホス

ピタリティ教育の展

開 :平安女学院大学を

事例に』

授与大学名 :立命館
大学/授与年月日 :9
月 25日 /博士 (学

術)

武田知也『お辞儀の

動作及び印象評価に

関する研究』 授与大

学名 :京都工芸繊維

大学/授与年月日 :

2017年 9月 25日 /
博士 (学術)

※章立では 「ホスピ

タ リテ ィ」 はない

が、文中では取 り上

げている。

安東徳子『究極のホ
スピタリティを実現

する「共感力」の鍛
え方―AIにはできな
い 、人 に しかで き

な !』 (コ スモ 21,9
月)

2018 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング」のうち

ホスピタリティー

[hospitahty]温 か

くもてなす心、歓

待 の 精 神 。
「 hospital ( 病

院 、慈 善施 設 )」

か らの派生語であ

るが、源流 は後期

新村出編『広辞

苑 』 (岩 波 書

店、1月 、第 7

版)

ホスピタリティ

【hospitality】

客を親切にもて

なす こと。 ま

た、もてなす気

キ寺|。 (p.2699)

ジャック・デ リダ、
ア ン ヌ・ ァ ュ フ ー ル

マンテル/廣瀬浩司

訳『 歓 待 につ い て
パ リ講義の記録』 (筑

摩書房、1月 )

※ Jacques Derrida
and       Anne
Duおumantelle.``De
rHOspitaht6'' の翻

訳。
「訳者 あとがき」一
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ラ テ ン 語
「hOspitalia(:主 1人

が客を接待す る場

所 =来客用の大 き

な家)に 由来する。

消費者は提供 され

るサ ー ビス 商 品

を、個々の要素の

集合体 としてでは

なく、まとま りの

ある全体像で評価

する。例えば、ホ

テルならば接客、

食事、客室やロビ

ーの快適 さなどの

全体像で滞在 した

ホテルの評価を下

す。 したがって、

企業は配慮がすみ

ずみまで行き届い

たもてな しで顧客

に応対する必要が

ある。 (p.475)

九九六年にデ リダが

あえて 「歓待」をテ

ーマに据えた背景に

は、いわゆる移民や

難民の問題 とい う緊

急事態がったことは

あきらかである。 フ

ランスでは一九七三

年の憲法で 「自由と

い う大義ゆえに祖国

を追われた外国人に

庇護 を与える」 とい

うことが明文化 され

ていた (た だ し、こ

のよ うに歓待が近年
の法や 「人権」に書

き込 まれ る と同 時

に、ナシ ョナ リズム

と庇護の矛盾が始ま

ることも付け加 えて

おく必要がある)。 自

由と庇護の地、フラ

ンス。だが、少な く

と も一 九 七 四年 以

来、フランス政府は
「移民の波を統御す

る」 とい う名 日のも

とに、労働移民に対

する規制を強化 し、

と りわ け一 九 人 六

年、 さらに九二年以

降、本書でも触れ ら

れ て い る悪 名 高 き
「パスクワ (当 時の

内務大臣)法」など

によって、移民の入

国・滞在の規制が強

化 されていった。同

時に、フランス国籍

法の改正 も行われ、
フランスで生まれた

外国人の子 どもが 自

動的に国籍を獲得す

ることも見直 された
いく。政権交代 。経

済状態の変化・ 極右
の台頭な どの外的な

状 況 の 変 化 と と も
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に、規制は緩和 され

た り、再び強化 され

た りす るが、いずれ

にせ よ確 実 な こ と

は、この過程におい

て 「サ ン・ パ ピェ

(滞在・労働許可証

な  き  者  )
と呼ばれ る 「不法」

移民が生産 されて し

まったことである。

(pp.183‐ 184)

星野晴彦『 障害者福

祉サー ビスをホスピ

タ リティの視点か ら

考察す る～社会福祉

サー ビスのパラダイ
ムチェンジの時代に

向けて』

授与大学名 :国際医

療福祉大学/授与年

月 日 :3月 7日 //博
士(医療福祉ジ

ャーナリズム学)

徳江順一郎『 ホスピ

タ リティ・マネジメ

ン ト』 (同文舘出版、
3月 、第 2版 )

これは大きくは二

つに分けられます。

ま ず 、 あ ま り に
「心」を重視 しすぎ

るのではないか とい

う視点である。ホス

ピタ リティの起源 に

は 、確 か に旅 人 を
「もてなし」た とい

う行為に対す る共通

項は見出 しうるが、

ここで大きな疑間 と

なるのは、特に 日本

では、なぜ 「心か ら

の…」 といった表現

にみ られるように、
「心」を強調す るの

か 、 とい う点 で あ

る。 これは 「冗長的

ホスピタリティ観」
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とも呼ばれ、ホスピ

タ リティが社会を幸

福にす る、ホスピタ

リティによって何 も

かもうまくゆく、 と

いった主張をともな

うことが多い。後述

す るサー ビスの対比

においては特に多 く

見 られ、ホスピタ リ

ティ絶対視の根源 と

もなつている。 もち

ろん究極的には人間

関係のコアな要素に

関わる研究であるか

ら、社会の幸福に対

する影響 も多いので

あろ うが、他の学問

分野の研究成果 を引

用 しつつ、ホス ピタ

リテ ィこそが絶対で

ある、 といった 「ホ

スピタ リティ原理主

義」的主張 も一部に

は存在している。
ここまで究極では

ないにせ よ、恐 らく

はわが国において最

も多 く用い られ るホ

スピタ リティの訳語

で あ る 「お もて な

し」 も、こういった

情緒的ホスピタテ ィ

観の影響が無視でき

ない。情緒性が万能

となって しま し、結

果的に本質的な部分

が覆い隠 されて しま
いかねない危険性を

は ら ん で い る 。

(pp.45‐ 46)

星野晴彦『 障害者福

祉サー ビス従事者に

おけるホスピタリテ

ィ意識の形成』 (ミ ネ
ルヴァ書房、10月 )

…ホスピタリティに

は倫 理・ 精神・ 行
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1為 ・行動・関係 。機

1能 とい う次 元 が あ

|り 、異質なもの同士

|の対等でインタラク

|テ ィブな共働が、新

|た な価値 を生み出す

|こ とが示唆 されてい

|る 。 (p.14)

| これまでの議論を

|ま とめると、以下の

1点 を包含する概念 と

|し て仮に定義す るこ

|と ができよう。

(1)人 間の尊厳 を

認識 し、心か らの接

遇を行 う。

(2)自 立 した人格
が 自立 した人格 とし

て の他 者 を もて な

す、 とい う関係構造

となる。

(3)異 質なもの同
士の対等でインタラ

クティブな共働が、

新たな価値 を生み出

す。

(4)「 内面 (精神

性 )と 行為」 と包含

した 「機 能 」 で あ

る。

(5)倫理・精神 。

行為・行動・ 関係・

機能を含む。 (p.15)

国土交通省観光庁編

『観光白書 平成 30

年版』(日 経印刷、9

月)

「第 2章 観光産業

を革新 し、国際競争

を高め、我が国の基

幹産業に」のうち
「宿泊施設のホスピ

タ リティ向上のワー

クショップ」(p.201)

2019 『現代用語の基礎

知識』(1月 )

有馬賢治 「マーケ

ティング」のうち

中邑光男編『ア

クシスジーーニア
ス英和辞典』(大

修館 書店 、 12

小野正弘編集主

幹『三省堂現代
新国語辞典』
(三 省 堂、 1

中 井 延 美
「「hOspitality」  が

「ホス ピタ リテ ィ」

として 日本語 に溶 け
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ホスピタリティー

[hospitality]温 か

くもてなす心、歓

待 の 精 神 。
「 hospital ( 病

院、慈善施設 )」

か らの派生語であ

るが、源流は後期

ラ テ  ン  語
「hospitalia(主 人

が客を接待する場

所 =来客用の大き

な家)に 由来する。

消費者は提供 され

るサ ー ビス 商 品

を、個々の要素の

集合体 としてでは

なく、まとま りの

ある全体像で評価

する。例えば、ホ

テルならば接客、

食事、客室や ロビ

ーの快適 さなどの

全体像で滞在 した

ホテルの評価を下

す。 したがって、

企業は配慮がすみ

ずみまで行き届い

たもてな しで顧客

に応対す る必要が

あ る 。 (pp.505‐

506)

月 )

① (訪 問客 に対

す る)親切 な も

てな し ② (企

業が顧客な どに

提供す る)も て

な し [無料の ]

飲食物、サー ビ

ス (p.835)

月、第 6版 )

ホスピタリティ

(―)親切にもな

てなすこと。歓

待。は 1294)

松村明編『大辞

林』三省堂、9

月、第 34版 )

ホスピタリティ

【hospitality】

丁 重 な もて な

し。また、もな

しの心。

(p.2379)

三省堂編修所編

『三省堂ポケッ
トカタナカ語辞

典』 (三省堂、9

月、第 2版 )

ホスピタリティ

【hospitality】

丁重 な もてな

し。また、もて

な す 心 。

(p.307)

山田俊雄編『新

潮 国語辞典』
(新 潮社 、 11
月、第 2版)で
は見 出 し語 な
し。
西尾実・岩淵悦

太郎・水谷静夫

他編『岩波国語

辞典』 (岩 波書

店、11月 、第 8

版)

ホスピタリティ
ー 客人を親切
に もてなす こ

と。 (p。 1438)

込むまで」 (『異文化
の諸相』第 39巻第 11

号、2月 )(pp.19‐ 29)

のうち
…崇高な宗教的概念

に裏打ちされた 「ホ

スピタ リティ」 とい

うことばは、洒落た

響きを伴 う外来語 と

して 日本語のなかに

徐々に広ま り、独 自
の変化を遂げ、今や

れっきとした 日本語

として独 り歩きす ら

している。そのよ う

な 日本語の 「ホスピ

タ リテ ィ」 の 特 徴

は、 日常的 レベルか

ら観光ホスピタ リテ

ィの結 び つ き が 強

く、解釈の裾野がよ

り広いものになって

きていることだ とい

えよう (p.27)。

国土交通省観光庁編

『観光 白書 令和元

年版』 (昭和情報プロ

セス、10月 )

「第 Ⅱ部 平成 30年
度 に講 じた施策」の

うち
「ホス ピタ リテ ィ向

上のための ワー クシ

ョップ」 (p.144)

山口和美『感動経験

を創るホスピタリテ

ィ・マネジメン ト』

(創成社、10月 、改

訂版)

2020 『現代用語の基礎
知識』は以降掲載
方法に変更あり。
見出し語なし。

山 田忠雄他編

『新明解国語辞

典』三省堂、11

月、第 8版 )

ホスピタリティ

吉原敬典編『 ホスピ

タリティマネジメン

トが介護を変える―
サービス偏重から双
方 向の 関 わ り合 い
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―― 〔hospitality
=親切なもてな

し〕接客業で、

従業員が客に対
して最善のサー

ビスをしようと

する気持ちや考

え  方

(p.1146)

三省堂編修所編

編『コンサイス

カ タカナ語 辞

典』 (三省堂、

10月 、第 5版 )

ホスピタリティ

[hospitality]

<ラ hospitalis

(客 扱 い の よ

い)旅行者や客

を親切にもてな

す こと。歓待。

<  現  >
(p.1088)

へ』 (ミ ネル ヴァ書
房、7月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 令和元

年版』 (日 経印刷、8

月)

「ホス ピタ リテ ィ」
への言及なし。

2021 『現代用語の基礎

知識』

見出し語なし。

北原保緒編『明

鏡 国語辞典』
(大修館書店、

1月 、第 3版 )

ホスピタリティ
‐―‐

 [1lospitality・ ]

心のこもったも

てなし。また、

もてなしの心。

(p.1526)

林四郎監修/篠
崎晃一他編『例

解新国語辞典』

(三 省 堂 、 2

月、第 10版 )

では見出し語な

し。

増井金典『わか

る !使える !外

来語辞典』 (ミ

ネルヴァ書房、
2月 )

ホスピタリティ

I―IashilnOtO Shunsaku.

Developlnent of

]ヨ[uコnan R,esource

Managelment in the
Hospitality

OlrganizatiOn:

Focusing on the

concept of'1lYeating

enlployees as

customers"授与大学

名 :和歌山大学/授
与年月日 : 3月 25

日/博士 (観光学)

※橋本俊作『ホスピ

タリティ組織におけ

る人的資源管理の展

開 :「従業員を顧客

と して扱う」という

概念に焦点をおい

て』

国土交通省観光庁編

『観光白書 令和 3

年版』 (日 経印刷、8
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[hospitalit」 も
てなし。おもい

やり。厚遇。温
かくもてなす誠
恵。 (p.341)

三省堂編修所編

『三省堂大きな

字で読む常用辞

典 国語・カタ

カナ語』 (三省

堂、6月 、第 2

版)

ホスピタリティ

【hosptality】

丁重 な もてな

し。また、もえ

なす心。

(p.309)

三省堂編修所編

『見やすいカタ

カナ新語辞典』

(三 省 堂 、 9

月、第 4版)

ホスピタリティ

【hospitality】

丁重 な もてな

し。またもてな

す心。 (p.716)

堀 内 克 明 監 修

『現代用語の基

礎知識 カタカ

ナ外来語 ABC
略語辞典』自由

国 民 社 、 11

月、第 6版)

ホスピタリティ
ー [hospitaht」

客のもてなしの

よ い こ と 。
(p.720)

月 )

「第Ⅲ部 令和 2年
度に講 じた施策」
「ラグジュア リーホ

ス ピタ リテ ィ業界」

(p.149)
「コ ミュニケー シ ョ

ン・ ホ ス ピ タ リテ

ィ」 (p.209)

東京オ リンピック (7

月 23日 ～8月 8日 )

東京パ ラ リンピック

(8月 24日 ～9月 5

日)

飯嶋好彦他編『 ホス

ピタリティ産業論』

(創成社、9月 )

村瀬永育編『 ホスピ

タリティ・オペ レー

ションー顧客の顔を

聴 く関係 技術 の手

法』 (文化科学高等研

究院出版局、10月 )

飯島好彦『 ホスピタ

リティ産業論』 (創成

社、10月 )

2022 『現代用語の基礎
知識』
見出し語なし。

見坊豪紀他編

『三省堂国語辞
典』 (三省堂、1

月、第 8版 )

ホスピタリティ

国土交通省観光庁編

『観光白書 令和 4
年版』 (昭和情報プロ

セス、8月 )

「ホスピタリティ」
への言及なし。
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〔hospitality〕

旅行者や客を親

切にもてなすこ

と 。 歓 待 。
(p.1416)

金田一京助他編

『 新選 国語辞

典』 (小学館、2

月、第 10版 )

ホスピタリティ

(hospitality)

心のこもったも

てなし。あたた

かく親切なもて

な  し  。

(p.1255)

新 資本経 済圧 壊 編

『 おもてなしとホス

ピタリティーサー ビ

スとのちがい』 (文化
科学高等研究院出版
局、11月 )

ホスピタリティと

サー ビスは働 く原理

が持った く相反す る
のです。

ガイ ドラインとし

て、概略しますと

サー ビスは、商品

/社会の原理で働い

ている。⇔ホス ピタ

リティは、資本/場
所の原理で働いてい

る。

サー ビスは、一対

多数、誰にでも同 じ

事をす る。⇔ホス ピ

タ リテ ィは 、 一 対
一、人によつてすべ

て異なる事がなされ

る。

サー ビスは、同一

性の働 きであ り、必

然 の規 則 行 使 で あ

る。 (→ ホスピタ リテ

ィは、差異性の働 き

であ り、偶然の対他

行使である。 (pp.16‐

17)

今泉麻衣子 。長瀬次

英『 世界基準のホス

ピタリティ』

(Inpendently pub‐

lished、 12月 )

2023 『現代用語の基礎
知識』
見出し語なし。

三省堂編修所編

『見やすいカタ

カナ新語辞典』

(三省堂、9

月、第 5版 )

ホスピタリティ

【hospitality】

丁重 な もてな

し。また、もて

藤本倫史『スポーツ
ビジネス学―ホスピ

タリティサービスを

生かす=Sports
hospitality

handbook』 (晃洋書

房、4月 )

国土交通省観光庁編

『観光白書 令和 5

年版』 (昭和情報プロ
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なす心。

(p.752)

セス、 8月 )

「第 Ⅱ部 令和 4年
度に講 じた施策」
「日本 らしいスポー

ツホス ピタ リテ ィ」

(p.72)
「日本 らしいスポー

ツホス ピタ リテ ィ」

(p.93)(p。 94)

森きょうか『上質な
ホスピタリティサー

ビスを提供する「察

しのスキル」―客室

乗務員はなぜ寄り添

うことができるの

か』 (晃洋書房、12

月)

榊原陽子『医療機関
のホスピタリティ・

マネジメント』 (中外

医学社、12月 、改訂
2版 )

2024 (参 考 )θLd♭〃

E″ノ」むカ

I万
・
θttο

"′
fγ

(online,Ap五 D
“olnotenashi''

In Japan: good
hospitality

cllaracterized by

thoughtfulness,

close  attention
to detail,and the

anticipation of a

guestis needs.

今泉景子『 ホス ピタ

リテ

ィを磨く20の レッス

ン』 (名 古屋外国語大

学出版会、3月 )

金子章予編『ホスピ

タリティ概論―ホス

ピタリティ研究・教

育 。産業の現状と未

来』 (学文社、3月 )

金子章予 「ホスポタ

リテ ィ研 究 の基礎

(1)」

日本 におけるホス

ピタ リティ研究の近

年の活況は、基本的

には、欧米 と同様、

飲食業、観光業、宿

泊業な どの市場規模
の増大を背景 として
いる。

しかし、日本にお

けるホスピタリティ

関連研究は、欧米の

関連研究 よりも大き
な広が りを見せてい

91



る。まず、経営学だ

けでなく、福祉学、

看護学、コミュニテ

ィ論、心理学等にお
いても関連研究が多

数存在 している。 こ

れ らの 学 問 分 野 で

は、ホスピタリティ
とい う概念を活用 し

た対人関係の在 り方

が多 く議論 されてい

る。 ま た 、 と くに

1990年代 にお け る
「ホスピタ リテ ィ」

とい う言葉の 日本社

会への浸透 。日本語

化によつて、 日本独

自の意味づけを施 さ

れた 「日本語のホス

ピタ リティ」概念 と

ともに、概念研究や

接遇マナーに関す る

教育研究が独 自の地

位 を占めていること

が、 日本におけるホ
スピタ リティ研究の

禿頭 である。 (pp.1‐

2)

佐々木茂 0徳江順一

郎・羽田利久編『 ホ
スピタリティ・マー

ケティング』 (創 成

社、5月 )

日本ホスピタリティ

検定協会編『新版社

会人ホスピタリティ

要点チェック&確認

問題』 (経済法令研究

会、5月 )

(1)https:〃 www.mht.gO.jp/kishaノ oldmotなisha00/koho00/tosin/kansiゴyoust.html.

Accessed 27 Ap■ 2024.
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2 学会・団体等における「ホスピタリティ」の定義

日本ホスピタリティ・マネジメン ト学会

私たちは、その根底をなす理念を「ホスピタリティ」と考え、平成 4年(1992年)8月 に日

本ホスピタリティ研究会(学会設立準備委員会)を発足しました。

平成 8年(1996年)1月 24日 には日本ホスピタリティ学会を創立しましたが、その後平成 9

年(1997年)10月 4日 より「日本ホスピタリティ・マネジメン ト学会」へと発展させ、営

利組織 。非営利組織のマネジメン トを視野に入れた学会活動を展開しております。

産業界においては、情報化に伴なう自動化、システム化が進展する中、あらためて人間の

あり方が問われているとともに、国境を越えて同業種・異業種を問わず企業間の相互連携

へと発展 し、また地方行政においても、地域間の相互連携の推進が行なわれ、人間が生き

るに値する新たな価値創造への動きが顕在化 してきているところです。

本学会は、このような動向の研究を「ホスピタリティ」の研究と位置づけております。

日本ホスピタリティ・マネジメン ト学会(Japan Academic Society of Hospitality

Management)で は、「ホスピタリティ」の考え方を基軸にして、下記のマネジメン ト研究

を行ない、社会・組織・個人の相互繁栄、産業の振興、地域の健全な発展に寄与すること

を目的としています。

1.地域産業、地域行政、情報通信、レジャー・観光、医療・介護、社会福祉、環境、教育

文化等の営利 。非営利の分野において、関係者間の相互交流、相互連携を重視する

「ホスピタリティ」の視点からマネジメントの研究を行なう。

2.組織関係者相互の力を活かし合 う快適な環境を整備 し、社会が評価する新たなる価値を

創造するマネジメン トの研究を行なう。

3.組織関係者が相互関係を築き、相互作用を促進し、相互補完を行なって、プラスの相乗

効果 を生み出すマネジメン トの研究を行 う。

本学会では、 「ホスピタリティ」をマネジメントする視点に立って、 「ホスピタリティ・

マネジメン ト」に関する全国大会、コンベンション、研究会、フォーラム、シンポジウム

等の開催、学会誌や学会報の刊行などを通じて、学術的進歩に貢献するとともに、広くホ

スピタリティ・マネジメン トの普及 。啓発活動を推進 しています。

今後は、さらに学術的な研究の場を整えて、さまざまな分野の方々が相互に交流し啓発 し

合える環境を整備 して参 りたいと考えてお ります。

https:/λ m‐ac.jpわ urpose/ Accessed 26 May 2024.

日本ホスピタリティ推進協会

ホスピタリティとは
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ホスピタリティとは接客・接遇の場面だけで発揮されるものではなく、人と人、人とモノ、

人と社会、人と自然などの関わりにおいて具現化されるものである。

狭義の定義では、人が人に対して行 ういわゆる「もてなし」の行動や考え方について触れ

ていて、これは接客・接遇の場面でも使われるホスピタリティのことである。主人と客人

の間でホスピタリティが行き交 うが、それは一方通行のものではなく、主人が客人のため

に行 う行動に対 して、それを受ける客人も感謝の気持ちを持ち、客人が喜びを感 じている

ことが主人に伝わることで、共に喜びを共有するという関係が成立することが必要だ。す

なわち、ホスピタリティは両者の間に「相互満足」があってこそ成立する。

つまり、主客の両方がお互いに満足し、それによって信頼関係を強め、共に価値を高めて

いく「共創」がホスピタリティにおける重要なキーワー ドなのである。

広義の定義では、ホスピタリティが主人と客人の二者間の話にとどまらないことを言って

いる。社会全体に対 して、その構成員である人々が、ホスピタリティの精神を発揮するこ

とで、相互に満足感を得たり、助け合ったり、共に何かを創 りあげることができ、それに

よって社会が豊かになっていくという大きな意味でもホスピタリティは重要である。

ホスピタリティは一般的にはサービスを提供する企業と、それを受け取る顧客との領域で

論じられることが多いが、決してそれだけにとどまるものではない。例えば企業活動にお

いては、顧客以外のステークホルダーである従業員や、地域社会に対してもホスピタリテ

ィを発揮することが大切で、それによって社員の働きがいを高め、社員同士がチームとし

て創造性を高めたり、地域社会との関係性を高めた りすることで好ましい経営環境をつく

りあげることができる。

https:〃hospitality‐ jhma.org/hospitality/ Accessed 26 May 2024.

一般社団法人 接遇教育推進機構

ホスピタリティはビジネスにおける形式的なマナーだけを指すものではありません。

「他人を思いやる心」「物事を円滑に進める為の方法」「自らを振り返り、何気なく行って

いた自分の対応が相手に不快感を与えてしまっていないか ?」 など、 対人間関係スキルの

向上を目指すことも目的のひとつとなっています。

そして、これらの技術は、現在、就職活動をされている学生のみならず、上司や取引先の

顧客との応対に悩まされている方、または、 転職 。独立を考えている社会人の方々など、

幅広く多様な状況で役立つスキルとなっています。

https:〃www.sksttapan.org/exalnノindexohtlnl#:～ :text〓%E3%83%9B%E3%82%B9%E3%8

3%94%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AF%E3%83%93%

E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82

%8B%E5%BD%A2%E5%BC%8ュ%E3%81%B2%E3%81%A8%E3%81%A4%E3%81%A8

%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%

94



80%82 Accessed 26 May 2024

(3)その他

金子章予編『ホスピタリティ概論一ホスピタリティ研究・教育・産業の現状と未来』 (学

文准L、 2024年 3月 )

金子章予 「ホスポタリティ研究の基礎 (1)」

表 1.日 本におけるホスピタリティ研究の主要なテーマ

ァ ー マ サブテーマ
１

■ ホスピタリティ概念 語源 0起源、歴史、意味、使用方法等

2 ホスピタリティ産業

及び関連産業

動向、政策、課題等

3 ホスピタリティマネジ

メント

①ホスピタリティ産業における経営、さまざまなマネジ

メント ②ホスピタリティという概念を応用した対人関

係のマネジメント

4 ホスピタ リティ性 対人関係における思いや り、利他的道徳性や態度、その

教育

5 マナー、エチケッ ト、
プロトコール

マ ナ ー (対 人 間 の 礼 儀 作 法 )、 エ チ ケ ッ ト (

当時社会における礼儀作法 )、 プロトコール (外交関係

における手順・ルールなど)

6 ホスピタリティ教育 ①ホスピタリティ産業人材教育としてのマネジメント教

育 (3つ②と同) ②ホスピタリティ性の教育

(p.2)
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